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はじ めに

奈良国立文化財研究所が1952年４ノｊｌｌｌに設立されてから，

本年はちょうど20年にあたる。

設立に際しては，奈良県在住各位の一体となっての熱心な要

請があり，国がこれをうけて，当地方における文化財の学術的

調査研究の重要性を認め，文化財保護法にもとづく研究機関と

して設置されたものである。爾来，今日まで南都諸大寺をはじ

めとする畿内近郊古社寺の美術工芸，建築，歴史などの諸分野

の調査研究を続ける一方，1959年よりは特別史跡平城宮跡の大

規模な発掘,凋査およびその整備，活川の各事業を推進し，また

飛鳥・藤原地域についても発掘調査を拠当して，保存施策の根

幹となるいくたの学術成果をもたらしてきた。

今後も現地に密蒲した文化財の調介研究，ならびにその成果

の普及という，設立の趣旨に沿って主な蒋業活動をおこなって

いく方針であるが，しかし現今の文化財保護行政がかかえてい

る課題，ことに環境開発による埋蔵文化財の破壊の危機，また

それに対処する史跡保存の早急なl州tは，全国的な問題となっ

ており，文化庁所属の機関として，ｗｉ研究所の果すべき役削り

もますます大きくなってきている。こうした状況は今後なお続

くと思われ，当研究所としてもこの地をI|』心とする調査研究

と，各府県での調在活動の指導とを両立させながら進んでいか

ねばならないと考えている。そのためには所員一同，従来にま

した努力をおしまないが，同時に関係各位のより一暦のご理解

とご支援を切望するものである。
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薬師寺金堂本尊光背の復原
美術工芸研究室

「薬師寺縁起」および「七大寺巡礼私記」には，薬師寺金堂内の荘厳についてかなり詳し
い記述がある。こＸでは，それらの文献に記載される金堂本尊の光背意匠について若干の倹
討を加え，あわせて当釖の光背の復原を試みた。
文献に記される光背の検討　　順序としてまず文献の記事を抄録彳る。
〔薬師寺縁起〕（醍醐寺本諸寺縁起集）（前略）lll光中半出匕仏薬師像，火炎間刻造立数飛天
皀（後略）
しＬ人寺巡?L私証け前略）身光刻け半出七仏薬師像，乂縁光彫飛天|一九躰，共須弥炎刻宝
塔一双，彼琳上立三佳之九輪，尤以奇，子細可尋，

この縁起および私記の,Ｍ述で，` 11出L仏薬師像の位雌が，liif者ではI‾Ilj光」とあり，また後
者では「身光」とあって若干相違しているが，かりに円光を身光ないし炎光の誤りとすれ
ば，両文献でいう光背はほゞ同一のものを示していると考えられ，およそ次のようなことが
指摘できよう。①金党本l浮の光背は剔li（浮彫）の匕仏薬帥像を配置した火炎づき挙身光背
であったこと。②その火炎の間には19体の飛天が刻まれていたこと。③光背先端部（須弥炎）

第11碩　薬師寺金堂薬師三昨隙俔原図

－２－



薬師寺金堂本尊光背の鬩ぴ

には３柱の九愉を立てた宝塔がついていたこと。
つまり，これを具体的な作例にあたれば，四|･八
体仏中の，飛天と３柱九輪の宝塔とを配した甲寅

年銘光背（第２図）があげられ
，これに最も近似

したものと推測できよう。
Ｌかし，こｘで注意すべきは，①の匕仏薬自Ili像
についてであり，これが米して従来いわれている
ように，義浄訳の『薬師瑠璃光七仏本願功徳経』
２巻（七仏薬師経）で説かれる「匕仏薬帥像」を意味
しているものか否かであるｃかつて，足立康はこ
れを同経に:叭ヽて初出の七仏薬師像と解釈して，
金唯三l淳の造立年代は，その漢訳の唐神屯３年
（707）を溯りえないと論じたｏしかし，もＬこの
光背が叩寅年銘光背のような意匠ならば，法|顯寺
金堂釈迦三I:y以来の古式な挙身光背の意匠を踏襲
しているとも解釈できる。その場ａ,文献でいう七
仏薬師酳よ縁起および私記の撰述者の既成概念，　#21-4卜ll賞年銘金鋼光背（東京円訓ly物館蔵）
もしくは先入観による記述とも考えられ，あるいよこれを叭なる７体の化仏とみることも可
能であろう。そして，もしそうならば，所依経典を必ずしも義浄訳の七仏薬師経に求めなく
ともよいのではないか。
所依経典との関係　　いったい薬師如来の形像について詳しく説いた維典はなく，この場合

ほか
の仏像ほど所依経典との関係が密接ではない。こと;こ義浄訳の七仏薬師をどのように表

現するかを説いた経軌はな廴ヽから，この限りでは光背の化仏によって逆に所依維典を求める
ことは困難といえよう。
たしかに，いわゆる七仏薬師について，それぞれの|lt界・位置・教主・大願などの詳細を

訳出しているのは，義浄訳の七仏薬自11j維が初めてである。しかＬ，たとえば玄弉訳の『薬師
瑠璃光如来本願功徳経』１巻（薬師経）には，「（前略）書改六時禮冫|供養彼|!|:･I冷藥師瑠
丿詞光如来，讀誦此経四十九遍，燃四十九燈，造彼如来形像七剩，一一像前各置七燈，

（隕略）
」とあって，すでに如来形1象７躯にの劣介はすべて薬師瑠璃光如米）を造って供養礼

拝すべきことを説いているが，これが義浄訳となると，第１光勝|叫¥の善名称古祥王如来以
下のいわゆる７世界７如来（七仏薬11111j）に相応するところとなるのだから，必ずしも義浄訳に

依らずとも
，光背に匕仏如来の化仏が表現されるlll能徃がある。つまり，義浄訳以前の薬帥

維はち
ょうど義浄訳の七仏薬師経下巻分（第７瑠璃光如来部分）のみの部分訳に相当し，義浄

訳において初めて他の六仏分が訳川（｡|港）されるのだから，七仏薬師の原型はすでに義浄

－３－
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訳以前にも７嫗の如来形像として提示されているものと考えられよう。したがって，たとえ
ば覚褝鈔の七仏薬師法に，「尊同体，本願経一仏，七仏経各別尊一体分身皀，仍一巻二巻経
題同置薬師瑠璃本願経，即第七瑠璃光仏名り也，又両経見始終更無差異也，本願経形像七傴

者
，二巻経所説七仏也，（後略）」とあるのも，要するに七仏如来と七仏薬師とが同体である

ことを説明しているのである
。したがって，金堂本尊の光背の七仏の場合，必ずしも義浄訳

の七仏薬師経が所依経典とはならないといえよう。

天平時代の薬師経典　　第
１表によって概観すれば，天平時代において義浄訳の七仏薬師経

の事例（写経）が数例認められるが
，優婆塞貢進解をはじめ，勅による国家的な薬師仏供養

においても，多く玄奘訳の薬師経が川いられているのは注意されてよかろう。ただし，表中

の「新飜薬師経
」は本願薬師経と並記されるところから，当然これが義浄訳の七仏薬師経と

解され
，また叭に「薬師経」とあるのは，多く１巻経であるから，これは玄奘訳とみてよか

ろう
。もちろん，表示の史料でたまたま貢進解文が天平年中にかたまっているため，玄奘訳

の盛行がめだ
つともいえよう。しかし，たとえば続ITI本紀に記載される天平勝宝６年（754）

11月８凵における聖武・光明両皇のpl㈲平安・宝刀川長祈願の薬師供養や，また降っては宝

亀
４年（773）］2月25日における光に帝の国抃光|哩のための薬師供養でも，いずれも玄奘訳の

薬師経の１節を文中に引川しており
，いわば当時の国家的レベルでの薬師供養において，な

お新訳の七仏薬師経が川いられていない事実は注目されてよかろう。

したがって，これらのことから，薬帥寺金堂本尊の光背意匠の場合，少なくとも天平時代
に比較的流布の少ない義浄訳の七仏薬師経に依ったというよりも，文献記秡の光背が甲寅年

第３図　効時金堂及び薬師三叫復原図
－４－



銘光背に近似していること

を重陞すれば，むしろ飛鳥

時代以来の伝統的古制の挙

身光と考えられ，７体の如

来形も叭なる 化仏（あるい

は玄奘駅の7 嫗の薬師）と み

るほうがより妥当なのでは

なかろうか。

光背の復原　　第1･3 図は

文献の記秡に近似する甲寅

年銘光背を修正・モザイク

して，他の荘鮟とともに金

堂本尊の実洲図（本尊は写真

洲址による），あるいは金堂

後原図に接合・重ね合わせ

たものである。この際，光

背の鳥さは像の白毫高のほ

雌師寺金堂 木尊光背の復原
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本願薬師 経( ３き)il

薬師 経( ｌ 老)

本願薬師 藐(･1 き) ．２
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薬 帥 繊

18

１

２

１

七 仏 薬 師 睡

(義ill訳)
- 一一

新飜薬師胚(･l世)

折鍼ｔ･脯経(６を)

１

納 考 （川典）
-

蔦病，ａ伍(続杞)

jl経(優婆塞八逆阿)

21 元iE 先l:! ・ ＭＩ･内 禊王‘y 胚(ilE交y

s:　　　　1

11 七仏薬師ａ（｜鬯）11

七仏鬆t 経（Ｔ巻）・

1

11

11 Si tt薬皿(22 を)
１

溝辺浄土．誦経(ａ世解)
( 八進解)

粫本1以 足ほか７名，ａ・,91胚

llμ部ｎ陥持，乱哇(1‘6t 解)

41二川次ほか１名，jl腿(八退解)

7 11(続紀)

陷･虫麻八．造像７嘔町礎７き
( 統杞)

第１表 薬師経典の事 伺丿一覧

一 一 一

* 2 ＼t;強に 仮定した。また，これには堂内の空悶，他の荘厳との均衡を考慮し，また法降寺

金唯釈迦三尊像をはじめ，唐招提寺金堂本尊，あるいは当初の天蓋を術えた平等院鳳凰堂本

尊などを参考にして推定した。なお，金堂復原図は薬師寺金堂復興･11:務j,;5の1=Q型製作川設計

図をもとに，光背・他の荘厳・内|;･|呻ln】を考慮して，坤i研究所建逃物研究室との協議に｡|ンつ

て，天井の高さなど若干修正を加えてある。

廴ヽうまでもなく，この推定復原光背から，当 初の光背の表現上のこと（様式）は問題にで

きない。たとえば頭光川回帯の忍冬唐草文や飛天の作風などは，三一!9［の様式に比較して古式

にすぎるきらいがあろう。 また，モザイク・修ilﾐの制約から，化仏の間隔がつまりすぎ，ま

た舟型の挙身光の輪郭がやｘ細身にすぎるきらいがある。

しかし，いずれにしても復原光背の形式・意匠のうえでは，たとえば堂内空闘や三尊構成

における均衡，荘厳的な効牝 あるいは他の荘厳とのつり合いなど，怠外に もかなり古式な

ものであることが明らかとなろう。その点，たとえば薬壺をもたない本尊の像容や，懸裳を

垂らした宣字型台座意匠，さらに 川錮宝珠や羂網で飾られた天蓋などとあいまって，三尊碼

成における形;i-iiや荘厳意匠には，どちらかとｔヽえば法隆寺金堂釈迦三I汐以来の伝統的な古制

がかなり踏襲されているものとみてよいのではなかろうか。このことは，従来とかく三 尊の

表現ないし様式の斬新さが重 祝されがちであ 。たのに加えて，上代における光背・台座意匠

の 変遷 と と もに ， 今 後 さ らに 再 険 討 さ れて よい 川｣題 であ ろ う。

－ ５ －

(長谷川 誠)



唐招提寺金堂本尊台座の鎌介期の修理
美術工芸研究室

美術院資料にもとづく訓査として，||罸|］46年７月，1,1f
招提寺金堂本･l厚恵舎那仏及び千ｆ観音を調在したが，奈
良時代当初と考えら,ねている本･竹台川について気づいた
点があったので大略を11べI;する。
台座の補修部分　　本･厚台皀よ，葺蓮ﾌﾞ|川一二枚六段魚鱗

葺蓮革座で，上から蓮唯，Ilj形上炊茄r･（葺軸），八角
二段上框，八角下炊茄j≒受|呪反陀，蹴込fl’八昨二股
匪川からなる。上框は布貼りの漆箔であり，下敷茄jl
は，隅に竪材を釘打ちにＬてあるが，その表面だけが布
貼漆箔であるし　しかし，それ以ﾄの゙反化とその下の11印ii
部分は，材に布を着せず，H･，形状，処理のfl:方，風化

の度ａにおいて，余良挧のものとはliμ）難く，鎌介時代　　　第１μ|　店招提寺金堂本･浮
と推定される。
蓮弁の描画　　各蓮弁全てに一釈迦葫山iかれてあったと推察されるが，現在は隕かに711弁

にの｡耻I,1､Ⅲliを残す。しかしこの?抑liiは，千体の化仏を取り付けた光背の丹念な仕事に比べる
と，まことに簡|啗なもので，後Miではないかと考えらおる。
蓮弁の葺き方　　蓮弁は葺軸を川いず，各弁の上下２か所ずつ４か所を釘で蓮肉側面にII’Ic

接打ちつけ，十二|攵六段魚鱗葺きにする。これは必ずしも当初からの球きかたとは|听定でき
ない。各段の各蓮弁の最大幅を４ると，ばらつきがめだつので，蓮介は徊作時の状態からか
なり動かされていると思われる。
台座の意匠　　本尊台座の意匠は，本吟光背の華麗な意匠および千手観音像の千手，或い

は薬師のもとの光背（護国寺本諸寺縁起襲の「招提建立縁起」には七仏日光月光十二神将を1･」･けてい
たとある。）等を考!倣すると，金堂木尊の台座としては簡素にすぎる。
鎌倉期の修理時期　　本尊胸部の箔下地に朱色を置いた部分は，|川らかに江戸修理である

が，本作が鎌介期にも修理されていることは，「招提千歳伝記」||」小篇および「唐招提寺記
録法蔵」に記す永仁２年の本尊修illi完成供養の記小によって知られる。
以上の点から，本竹台座は，本休，光背と共に奈良時代の当初のものと考えられている

が，鎌介期の修理によって，台庫の?l?1初の姿がかなり改変された可能性が考えられる。この
台j･1印）意匠は，法降寺西円堂薬師の台丿夲，伝法堂の阿弥陀三樞の台座等の意匠との親近件が
考えられ，また鳳凰堂阿弥陀如来の台j･11とも掫l似するところがあり，その点，鎌介修理がい
かに関ｙしているのかなど，なお今後の険討が期待される。　　　　　　　（星|¶|　晋皀）

６－



彫刻・絵画の訓ﾓ在
美術工芸研究室

仏像納入文書の調査研究　　昨年度に継続
Ｌて収qS資料の盤理・解読に肖り，資料染成のF11

行を川して原稿作製をおこなった。また，東大寺大仏の随侍両菩μ｡像の調査にともない，両

葭の白毫中から寛延
４年(1751)および宝暦２年(1755)の納人舎利一納人文;11を確認，これ

らの資料も整理した。なお
，昨年度確認Ｌだ長谷か本尊の随侍像納人品にっいては，学報21

冊の史料として紹介した。

南都造像史の研究　　東大寺大仏に随侍する如意輸･虚空蔵菩薩両像の,閇介（余良県依帆凋査）
に関連

して，東大寺の元禄復興期における造像活動を険討し，聖武天皇像（塑像），公慶上人

坐像
，鑑真和上像など10例の訓査をおこなった。また唐招提’.lj1の行基笥副象など，主として

鎌倉時代の作例の調査も実施した。

写真測量による仏像実測調査　　
平城調査洫函川剴;t室との|嶌同で実施している写真沮|JJIいこ

よる仏像等
の実測調査は，今年度は正倉院伎楽肉の図化作業に集中し，主として乾漆面の実

測図の作製をおこなった
。また，従来の成耻を応川して，薬師寺金堂三尊と荘厳Jtの復原的

考察を試みた（２ページ参照）。

「仏像修理記録
」に関する調査研究　　本研究所蔵になる|日日本」」|;」院第２部のいわゆる「仏

像自緘11
記録」のlllj行編集にともなう調轟研究で，美術院の協力により，唐招捉寺金堂本尊お

よび千手矧音像の調査をおこなうとともに
，1雀理記録の川録の1乍成，図版資料の整陥などを

実施した。なお，j」下，第川|11の刊行を川|_て編蝪呷陥にかか。ている。

仏像
における光背・台座の基礎的調査研究

仏像の荘厳具としての光背
・台丿曜の形式変遷

を実
証的かつ復原的におこなうもので，今年

度は文献
上の川語例の収集と検討をおこなう

とともに
，唐招提寺金堂諸像の光背・台座に

ついて調査を実施し
，復原的考察をおこなっ

た（６ページ参照）Ｃ
その他の調査　　昨年度に確認した吉野山蔵

王堂の「荷揚げ船額（絵馬）
」の継続調査を実・

施して，文化庁の指定資料を作製した。こＸ
に実測図を掲げて，昨年度の報告を哺足して
おきたい。なお，今回の調査で本納者の辿名

中に上市
・下市と判読できる簡所が確かめら

れた
。また，吉野町の依氈調査により大峯山

寺の応永33年銘の役行者および
２侍者像を確

認したほか,奈良県教委の依頼で,鉐記柬大寺
大仏の両随侍像を文化斤とともに調介した。

－７－
第けXI　蔵11ﾐ堂.蠅劼Ili央圉弌|



今井町の調査（４）
建造物研究室・平城宮跡発掘調査部

建造物研究索で実施している今井町の調査は４年目になる。本年度で金町内民家の間取り

をとる作業を一応終了し，統いて主要L も家の．- ･ 部（1 0 棟）についての粘査（断而図，職造似I ，

蚊地配岡叉呼の作製と復原的洲i ( f ならびに写真搬影）および~ﾄ ﾞ水，電柱のl I I i l j 置等の郁市洲炎をおこ

なった。下水については次のような柵突が判りl した。

各町制区画の中央を東西に流れる下水の支線は，南北に流れる紳線に集まり，さらに今| ：

町をとりかこむ環濠に流れこむ。この下水の流れ方で注目されるのは，今井の旧６町のう

ち，町の西部をしめる東・西・南・北の４町と，東部にある新町・今町の２町とは系統が異

なっていることである。すなわち後者の下水は順明寺付近で一か所に集められ，ここから前

省の幹線の下水に流れこむｏこのことは前４町と後２町との町成立の順序を示唆する。
戸彩次に今井ｌｌｌＪの家持層の住宅は６間取りを基木としており’ いつ６間取り６２１２

ぽう俄家層の多くは２間取り，３間取りの長屋に屑住しているこ５１０２

とが知られていた。しかしこれらの実数がどうなっているかはり〕４３１６
３１７７３５

らかでなかった。今I r i I までに調在をおこなった範川の家につい
２２２７４５

て，復原した結果から，間取りとその戸数を集計すると右表のと

おりであるｏ計 5 0 7 戸 1 0 0 形註１

接客座敷について規模の小さな庄宅，特( こ併家層の２１Ml 取りの| | M題についてはかつて取
挑２

り_ ' 二げたことがある。今１回I はこれと対･ 照をなす家持層の基本的な住宅形式である６間取りを

中心として，座救の問題を取り上げよう。独立した接騨ﾊ 《蚊が存在することは，２間取りな
どそれを持たない小規. 摸な柱宅と機能的にもつとも異なる点である。今井町民家にふられる

接容座敷として，ａ) 角肱敷・別棟座敷, ｂ) 奥列座蚊, ｃ）２階座敷, ｄ) 離れ座蚊などがある。
ａ）角座敷・別棟座敷角座敷は今i ﾉ q家住宅（165 0 ) にあるから17世紀中ごろに存在してい
たことはりj らかである。今西家ではミセオクにナンド・ブツマの２室が統き，ナンドは帳台
構をもち，閉鎖的な室であり，ブツマ境も開放はできない。断而の大きな部材を用い，両室
とも書院座敷風なところはなく，後のものにみられるような謀院風な座敷となるものとは異
なる。今西家の角座敷はブツマ背面に突川する。この室の原形は不明な点は多いが，一応座
敷としての体裁を整えていたらしい。この家ではミセオークに簡単なトコをもっている。

元禄1 0 年の壷屋絵図には，木家に接続し周囲に縁をめぐらした座赦が描かれている。１７００

年前後に建築された磯田家・音村家住宅は今i ﾉ I i 家と同様の形式の間取りであり，本家に接統
した座敷をのちにつけたした。ここに承られる別棟応蚊は，本家内の座蚊や角雁敷の不備を

補うためにつくられたものと象なせる。この点は県内の江戸初期の大庄屋級の農家，例えば
笹岡家住宅（寛永) ，ﾙ ｰ 岡家住宅（覚文９年）等がいずれも順救と主屋を別棟にしていることと

８
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今井Ｉｌｌｌ．の洲在（４）

頗似しており，今井l l I j ､ の江戸初期の大

型町膿は広い{ : 間をもつ点などもあわ

せて，腿家的な面を多分に含んでいた

ものと解される。このほかl I i l d家i i 言宅

は，ｉ[ 戸後1Ul の別' ４〃i <蝋をもつ代表例

であり，この( 《蚊と炎の道蹄との間を

庭|刺とし，道陥にl i I i して塀をつくり，

ここにⅢ畠敷に悩接入れる門を開く。こ

回一
一Ｌ

1＄

-|’ ﾗ」'『ﾙｨ球化壱

三Ｌ州嘘"堂
十一Ｉ .

苦」, …ｲ’ ４
ｉルポ

鯉|….ﾘパ'1,Ｉ

今i ｝W家住' むく165( ) １
ハナレ

｜升Ｈ

1,ｼ＊フツマ ダイドコロ

フ、ソマ

の狐は放上脚の町臆として各地方に広

第１図今井町民家平面図 くゑられるもので，今井町特村の江戸
６間取りの例

初期のタイプとは性格が異なる。

ｂ）奥列座敷1 8 1 1 1 : 紀I l 1 ごろ以降の６間取りは, 上記の間取りとナンド・ブツーマ部分が，

まったく異なる。中央の間（ナンド）の帳台脳が消失し，仏聴がここに移り，もとブツーマで

あった索にはトコ・タナ・ショインなどの座蚊飾を牌え，この２宝を通して使える応蚊（こ

れを奥列雄散と仮称する）に転化する。これは前の時代の惟宅が多分に農家瓜平面や| : I I I f 造をも

っており，! 荊塊風な雌蚊とは異質であったが, このl l 1 j : 代になると, i } 院風唯敷が災家によくなじ

み，今1 1 にみる今井町のl l I j ・家の形式が定まったものと象なせる。ｉ１．ｊ木家' 1 § 宅( 文化文政ころ）

はその代表例である。なおこのタイプではl ‘ K 蚊を広くとるために，その分だけダイドコロが

せばまり，初期の３案２行の盤形６間取りが喰い迷いの､ | えl i I i へ移行するものもある。

ｃ）２階座敷・離れ座敷本家の１１《蚊の欠をi Wi うものとして，２階につくられるハ《蚊があ

る。この場合は河合家化宅（1 8 1 Ｉ: 紀後半），商水家化宅にふられるように，１階にすでに奥列

ﾊ 《蚊があり，そのうえさらにつくられるのであるから，角雌蚊や奥| ﾙ 蝋より後にﾉ | ﾐ ﾙ ' たも

のである。恐らく河合家が肢もI i I , い例であろう。

角庄蚊・別| : ! | i ﾊ 《蚊は本家にi ' ４〔接に接統するから，本家の間取りに大きな影禅を与える。こ

れに対し，２階座蚊は，間取りにあたえる変化はすぐないが，建物の建ちが高くなるので，

立而や拙造には大きな変化をあたえることになる。なお離れ座蚊は，木家とはまったく独立

してたち，渡廊下でつながれ，ユトリとしての雁蚊と桑なせるもので，多少とも数寄屋風で

あり，江戸時代末以後に建てられたものが多い。また上隅の家ではかつて推祥のための茶室

をもつものがあったが，今1 1 では一棟も残仔しない。

註１５０７戸は全戸数の７割弱にあたる。残り３刻余は洲在不能であったもの，すでに伝統的姿を失な

っているもの，分類不能のものを含む。現在の( I ; 宅を復原的に考えた間取りの集計であるか

ら, ある時点での雌計ではない。おそらく江) . i ｲ ﾐ から雌近にいたる間の一応の' 1 宏ということに

なる。

２奈良脚立文化財研究所年報１９７０「今昨l l I l 民家の洲在( 2 ) 」（宵沢御士）
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宮崎県の民家訓衣
建造物研究室・平城宮跡発掘調査部

1966年度から始められた緊急民家調介は，本年度は青
森・秋田・長野・静岡・宮崎の５県についておこなわ
れ，このうち，当研究所は寓崎県の調査を扣淌し，沢Ｈ
・寓沢・宮本・村上・細｡ほが参加した。調査は各市町村
の教育委員会より提川のあった１次リス|･をもとにして
２次61棟，３次13陳を実轟した。　１次リスl･の回jlxが50
％にとどまり，やむなく未調査地域ができる結!11となっ
たが，それでも寓崎県民家の慨略は捉えられたものと思
われる。以下，調査結豹こもとづく形式の分矧と，簡単
な解説を述べる。
農家Ａ　　部駿の|昭|:切りを梁行力向に設けるのを基

木とする形式で･県中央から北部全域にわたって分布す　　　　第１図　調在民家分布図
る。部屋割りは２ツ割り（I）から，４ツ割り（3）までありい
ずれも隅長平甬iとなるが，正而鯏が比較的聞放的であるのに反し，背而朗|は「戸閾」や「と
こ」などで閉されるのが特徴である。地力や年代によって部分的に多少の差があり, ^iiよ
り11川人った位置に肓敷J,I;･を入れる」也域と入れない地」或があることや，年代が降るに従って
桁行方向にもlnJfl:u』りを設ける傾向があること，などもその一例であるｏ屋根の構造はいた
って甲｡純で，梁間一ばいに梁を渡し合掌をかけ，梁上の棟通りに「くうりよう｡!と呼ぶ平物
を架け屋根は寄陳とするのが晒例である。規畷が大きくなると梁を二重にしたり，梁下に「
うしびき」をいれたりしてより堅固な構造にする。材料はいずれも整形したもので丸太の類
はごく特例のほかは使わない。
農家Ｂ　　土間をもつ「なかえ」と座敷部の「おもて」とを別陳にし，両者を竹の樋をか

けた［てのま］でつなぐ形式のもので，西諸県郡を中心とする県南の山闘部はほとんどこれ
によって占められる。「なかえ」は土間と，いろりのある床上部とにわかれ，間仕切りは一
叨月jいないから「てのま」を含め一空問となる。一力「おもて」は３室（4）や４室（5）で構成さ
れ接客・居(i-:の川にあてられる。屋根はともに寄陳で，「なかえ」は妻を，「おもて」は平
をみせるのが一般的であるから変化ある外観をつくる。年代が降るに従って構架が複雑にな
る餓向があるが「なかえ」の梁組が側まわりの｡４で組｡４合わさお，中柱を省略しているもの
もある（4）。
町屋　　一般的に平入が多く，なかには大規殴なものもある（6）。　妻人は佐土原町に限ら

れ,塗り込めの妻をならべる，まちな･=みは独特の劣|川気をもつ（7）。近々道路拡幅のために毀さ
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宮崎県の民家調査

れるのは惜Ｌい。

そ
の他　　llの分刄旧ﾀﾄのものに武家雌吸・木帥などがあ

り
，また農家の中でもいわゆる31川収り。旧叩|い)の片知的

なものも含まれる。

上のように農家は人きく二つのタイプに分か,れ，分布も比
較的明確で，Ａは熊本県，Ｂは鹿児島県との|糾引生をもつ。
膿家Ａは今まで奈良県の十津川地方や四岡の背梁部などと

ともに山間部の一典型とされていたが，平野部にも存在して

第２図　民家の景観　　　　
廴ヽることを知った。

瀕二｡|杵邵高千穂lllf　　　　膿家Ｂは「なかえ」「おもて」の建立年代の揃っている場
合が少なく，このことは比較的jl日||に分翩|・接合がおこなわれてきたことを物語る。
県下を通じ建立年代の古いものは少なく，ほとんどが19111:紀以降で，わずかに数棟18111:紀

に入るものがあるにすぎない。特に農家Ａのうち３分割以上の規1=倚のものは19111:紀前自こqS
中しそれよりさかのぼるものはな1ヽ。
年紀の資料のあるものも少なく，今|･llの調査では天明７年（1787）札刻銘五ヶ抑】」遲田平川氏

宅，寛政12年（1800）伐瓦銘延陣|湘良功氏宅，文化２年(1805)戸j･l･y,’1銘高原IIlf竹之下延ｙ氏宅，
安政３年（1856）戸蒿I叭佐土原IIlf六肢ぶ蔵氏宅の４例を｡４いだしたのみであった。
未調査地域が東ﾛﾄﾞ|;祁東部，児湯・西,刮IIUIIS境，県南端といくっかのブロック状になった

ため，農家Ａ・Ｂの接点での分布，農家Ｂの南限など不ll」な点も釟ヽ ｡今筱の調在によって
咄充さ,れることが剛まれる。　　　　　　　　　　　　　　　（細見　啓三E）

第扣匚1;f崎県民家の諸形式

－Ｈ－

】南郷付仮竚弥rl紙宅
(18(しlj復川

２　高r･治･lj'工藤正だ氏宅
(文Iｕ･)・)iM原

3　HI葉村那須晴夫氏宅(文政～人保頃)現状

-|　鳥庫|･|｣･黒木必民氏宅
(天{釼i}一部倪1以

５　えびの市ﾘ4訟毫光氏宅
(ナカエ文政節オモテ11月副J))

一部復川

6　1a圖||lj'i･,IMこミ子氏宅
(文化～文教ll'j)J見状

７　旧:川町徳丸彰一一氏宅
(幻I砌)iQ原



飛鳥寺遺跡模型・川原寺伽�f.f.復原模型
建造物研究室・平城宮跡発掘調査部

当研究所Ii, JIH＆地方において， II？｛和30{1：＝：から32午にかけて11りる寺跡， ff3稿］32{1三から33年

度にかけて川原子l湖、のfoWi訓究を災地ーした。 本イ｜ご肢はこの調子ピのj反日：をもとに冊子i°＇のt1t\1.（を

製作することが文化庁で決定され，jjV;γ；IJ＇については%。の泣跡校』そl，川原.＇1・については%。。

の伽lo/.Z復原枚ι＇IJ.を作った。 この事業は文化庁記念物語11所管の予知ーによるものであるが， 設計

および突施についての指導をすべて研究所がおこなったので， 以下に概制作を述べる。

飛鳥寺遺跡模型 発掬i調査実施当！日！j,のi立構及びその周辺の状況を表示し，i立桃と伽東配置

が理解できることを目標とした。 製作範聞は石政広場から講堂に至る南北205m， 東四回廊

から四門に至る東西145mである（模型災寸4.lm ×2.9m）。 材料は木材を台とし， 表而・細部

を樹脂成形し， 十分質感を表現できるよう彩色した。

発侃は伽！%；主要部分についてはほぼ全域にわたっているものの， 而制的には製作範!Illのl

訓強に過ぎず残り9割弱は未発掘j也の水EB・畑・宅地などのため， 虫II向にすればillWt位ι；1.と

しての効果をあげ得るかの表現方法に苦心を裂した。i立椛fftl分については尖初I］図・写真なと

の資Hにもとづき正確に表示したが， 1m辺のj也形mi分については｝］！物や樹木を立体的に作っ

た場合， かえって全体として逃椛部分が引き立たなくなると考えられたので， 省略ゃ抽象な

との手法をti] L、た。

川原寺伽藍復原模型 この悦型は川原子i°＇伽舵主要ililと市大川市の陥寸ー北l"J・築地までを製

作随聞とした（枚目！実寸2.3m ×l.3m）。（!Jumi主要部については建物の佐原をおこない， 前大｜ “ l

よりffHi両手tオtl"JまでのIUJは遺跡模型及びj也形脱却とした。 これまでに我々は平以官関係で，

%。。の宮全版恐！定復原枚ー型を， また弘oで朱雀1111. 内真正殿， i:VJ集殿などの�1型を製作して

きたが， %。。で寺院仰！日！：全体の復原悦却を作るのはこれが初めてである。 この悦n�は従来の

Yioの模型とは異なり， ti：口， 継手などの制部及び内部桝造まで復原することは不可能なの

で， 建物外観については部材など正確を期したが， 内部は箱造りとした。 材nは木来木村で

ある箇所は木材とし， 屋瓦， 斗扶等は樹脂を用いた。

ここでは今回設計した建物の形式を決定していった過程について簡単に述べる。 中金掌は

伽艇中第一級の絡をもっ建物であり， 川原寺が白肌WJの一級の寺院である点を考出し， 平.i1li 

形式などから重居’とした。屋板は入母屋， 容flllの両家を検討したが， 集中性を重視し， また

後に述べる中門を入母屋とした｜員:J.iillから，寄僚とした。 平而形式については身舎のIM問礎石

だけに地砲肢が付くことから， 回同 一1:tJ通りを吹き放ちとした。 この｜猿楽f:ili守金jiに見られ

るように災階が付く可
．

能性も考えられるが， 今戸lはこの裟を取らなかった。

E喜は三重と五重の二通りの場合を考えたが， 小金主主との釣り合いから五重とした0 ！.｛＼：と相

対する凹金堂は， 桁行に比べ梁行の小さい横長平岡iの建物で重府とは考えにくく， また，11金

- 12 ー



Ji�山守j自助；脱出・JIIJit（マ'i'flmW.iiWi;rn� '\I!

1：�：， 椛との釣り合いから考えても， •I•！岩から見た場合；fJ:J刊としたのではグォリウムか大きく

なり過ぎ， 適当でなL、。 ーブj iji府とすると， 0JJl1�＇..：全体の持J立而がJ;t\:' .-1
－
，金虫， i!!i金主とflliに

向かつて次第に低くなり， 建築併としてのがJり合いを失することとなる。 この前jプJの点を考

雌し， 最終案は 1.ji ｝冒とし， 屋棋をできるだけ大きくするため入母屋造とした。 またrf:i庭から

の月j途などから考え， Jま招提ぞJ＇金'.lit・にみるように正ITliー IBJ通りを吹き放ちとした。

1111"1は， 中金堂， 品目：， 凶金堂との釣り合い及び南大門とのIr.I係において， ljiJ門， ill：用の場

合についていくつかの築をつくり比蚊倹汗した結果機門とした。 この理i:t，は， 中l"J平田はm

大川のそれより小さいが， Ji"-)曹としたのでは回廊及び回/fi[i内の建物との釣り合いを 考 え た

Ji!j：， 余りにも貧弱となりすぎるからである。 また法隆寺rJ-•l''Jのような軍用とすると， 梁1::1が

狭いためかなり無理をしても形がとれず， ！）！：に図版Iiとの納まりもうまくt 、 かなし 、。 川JJfl弓J＇の

場合は梁1::12 H\Iであって， 必ずしも弔問とは考えられなし ‘が， ， 1」1”lの位i丘に「ロウモン」と

いう小手名が残っていることをも考え合わせ楼l"Jとし， H似は入母屋造とした。 次に耐火

l"Jは， 玉Ji·而が•1-'i"lより大きく， 磁石も大きいのでmJ,;'il“！とも考えられた。 しかし南大l"Jを

重j札 •l•l"J宮市府とする天平寺院の形式へ拶行するにしては， 当ミ与は ＇f-'-jUJに過ぎると考・えら

れたので市間以J]l.:itの八開l川としたO l11llti1iは後H\lが法liifr=11' 1lli院同lli1iとほぼ等しいので， 二 れ

川 I ｜記｜ 刊11 /Jj( ,'i・似1\1!,,'jlLJJj（悦J\1.！」；陀1111

にならった。

つぎに('.Y/J;jであるが， この －＇Iι1fri ti j）、1 (II.IIー 1::J'd'.'

'"-llti1iとし， 外fllll主ゴ 1Jjとするものである。 設計で

は｜旦lld1げ部分をも取り込んで， ， 1，央にtJI!を通す桃

j告とした。的JJjと｜旦III!fi・，1q：版[iとの11xり千l iき ms分

は彼維で， 様々な納まりが考えられるが， ここ

では1ll"f,:':i， 毘恨勾配をすべて等しくして11えもij'i.

純な納めプjをした。；拡掌はミ｜ι而規投ーもはっきり

しないが， 法隆寺大講堂を参考として設計ーし

た。封�·I委， 続放の迫椛は， 未調査で確認されて

いないので法隆守のものを悦し， 位置は全体の

釣りTfL 、を考！邑して配i白した。

1lqli;'(ilや組物などの刺II部については， 建物にA

・ B ・Cの桁（十けーをおこえE レ， ， 1，，到�（＼：の「·，：：；；

j'tJ.-.}j式」の本；1111りの巧・え）jを参考と し た。 ま

た， 川原－＼とほぼ同II＼代のj制的である法隆寺山
．

l淀の1tJ）.；， 柴山Iiヲはと略， ？｛i}.,'j'.j;王寺ヱ 1:.w:小He＼：， 伝

法堂1]ij」：rill物およひ
＇
｝古代の怒思手！？ 大師Ji）），｝仏殿凶

ゐ：とを参号・として ，没;tiーしf.:.o （ヲミIll 起』JI)
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平 城 宮 跡 の 整 備 （2）
平 城 宮 跡 発 掘 調 査 部

1971年度宮跡整 嚇は前年度整備の継統工事として，境界土塁造成，推定第２次内裏整陥，

水路改修， 仮設道路の造成をおこない， 今年度新規工事として高圧線・通 信線 埋設， 照明

設陥， ボーリングおよび草園整備工事をおこなった。

境界土塁工事　　宮 の四而大垣に 相当する西側土塁を 前年度に引き続き延 長した。　土 塁 は

高さ1.5m 総延長136m で県道側に高さ1.2m の凝灰岩りj石債をおこない， さらに 土塁上に値

拉jをおこなった（第11ヌIA）。

今年度施工部には第25次調査によって確認されている佐伯門（西而中火門）が含まれ，門基

丿穴お よび脇門を復原表示した。門基壇は鳥さ0.99 m延長29.4m の規膜であり，石J,iと同質凝

灰 岩切石に より葛石および羽日石を復原整備した。しかしIIljの西半分は現在県逆に よってりJ

られているため基壇全部を復原することができず，その復原幅は5.15m のみに とどまった。

県道によって 切断 された基壇の断而は凝灰岩板石仕上げとした。なお 基塊上而は三和土仕上

げとし，表示可能な６ケ所の哇位置には人造 礎石を布設した。

内 裏 整 備　　内裏盤嚇は第10・11・20次調査liJ或約9300n 召こついてお こなった。　今川の

整陥1覡域には建物，築地，柵等の遺尉が 倹出 されており，それらをいずれも盛土張芝に より

表示した。建物は５棟検出されているが，うち２陳は礎石を川いた建物で， 他31 東は鋤泣 柱

姓物である。それらの表示は従来どおり前者については人造石で礎石位置を，皎去に つ1.ヽて

は灌木（ツゲ）陋找に より柱位置を表示した。　築地は復原幅を コンクリート境界 ブロツクで

示 し，さらに中木（サザソカ）の陋栽をおこなった。

また下層遺 俳として当区域

を東西方向に横切る市庭古墳

前方部周濠が重複して検出さ

れてい るため，その葺石下端

を玉石に より表示し化粧砂利

の色質を違えることにより濠

の内外を区分した( 第1図Ｃ)。

水路改修工事　　第２次刺堂

院を囲 う築地の外船 よ大正時

代に 石hl菠 岸工事が 片 ㈲( 部

分的には両側)施工されていた

が，近年それと接する市道荒

池{公本線の交通部:の増加に伴 第１図　 平　 城 宮 跡　 整　 陥　閥
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平 城 宮 跡 の 整 陥 （２）
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第２図 平 城 宮 西 而 中り川”レ叺 仞凵叫

打コンクリート清を延長245 mに渡り布設した。

廴ヽ崩壊あるいはその危|倹

性が生じ始めた。そのた

めこれのilli修並びに未施

工部分の聞知石による,卮

岸工小をおこなった。 ま

た市逆西側部分について

も車輛丿邨1;:の増加による

路Xljの崩壊が著しく，こ

れを防lllす るために現場

従来実施 してきた割石 債溝は橲定第１次朝堂院中央を流れる水路について|副卩を施丁端 よ

り近鉄線までの延長450m についておこなった。また佐紀池東部において1968 年度文化庁11’（

営で布設されたＵ 型コンクリート満がﾝljl度奈良市の上流部水路改修工･ji:により，その拡幅

の必要を生じたため延べ98m について水路拡幅二ll小をおこなった。さらに草園整備にf’|≒ て

佐紀池放水時の流路確保のため県道に沿い改修済ゐ,の水路 までの延妊170m について 素掘排

水路を設け た（第抃く|点線）。

仮設道路　　仮設道路は寓を貫皿する市逆荒池1公本線より南端沿いに叫に 向かい 杤 定 秋隍

坤数に沿って北西に折 れさらに西 側ｺﾐ予門南脇門 力|郤こ延長7,10m（什湘μしlm 砂利舗装）を

造成した（第ＩＭＩ））。

高圧線等埋設工事　　従来おこなって廴ヽた宮内架空配線が 見せる数 多くの電柱景観は宮 城恠

陥の進行と共にその異和感を増し始めた。そ こでこれを解消する［|的で発掘箴械電源川の6

K Vi;’XIE電線の埋設（1300m ）， 資料館と覆屋，管川図を結ぶ通 信線（880m ）， 讐報川 ケー

ブル(1223  m) の埋設，照明設備（水銀灯12圸）］こ事を実施した。 なお電線川設起点 付近の受

電盤取り付け川 キューピクルを はじめその他５基の分電川キューピ クルを設置した。これら

についても宮域景観上の要請から 出来るだけ小型のものとし||隠しに1111｛找をおこなった。

照明灯は第 ２次内裏既整備区 域を中心に宮内12か所に設置した。

地質調査・地下水位観測のためのボーリングエ事　　宮川辺における丁場等の建設 にｊ` 11う深 井

戸の影響と考えられる地下水位の低下が当研究所の調 査に より|ﾘjらかにされ，また寓内ある

いは宮川辺を流れる河川の汚染が日立つことなどから木簡等の埋蔵遺物への影響が唆慮され

るようになった。このため水位跖 則，水質，土質置¢,ﾐおよび花粉分析調査をその内容とした

ボーリングエ事をおこなった。掘削孔の内訳は50m 孔１基，５ｍ孔23基の計24基を宮内に分

散設置した。 なお50n可Lには自動水位観測計を設けた（第11刈の数字はボーリング地点）。

草園整備　　宮域国有地の うち整陥工事の完了している区域は， まだ全 体の約 ２割 程 度に

過ぎず， 他地区は 多種の側草が繁茂して･｡ヽ るのが現状である。従来その草地は年３回の関 城
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による刈り取りをおこなってきたが，近年帰 化叭物( 特にセイタカアワダチソウ) の繁殖が日立

つようになった。そこで1970年度秋季および本年度春季におこなった植生調査を基にし，在

来插の育成を計る仮整陥事業として草園の逃成をおこなった。対象地域 としては，従来お こ

なってきた盛土張芝による整嚇工事の不適地あ るいは近い将来繋陥着手の及ばないと考えら

れるなどの点から佐紀池の池尻区約20,000㎡を選んだ。ここは宮造営以前において も谷筋で

あったと考えられ現在も周辺部に比し低湿地となっている。 またセイタカアワダチ ソウが湿

気に弱い こと，水源として佐紀池を持つことなどから この湿地を拡大し湿生航物の育成救培

を計った( 第１図Ｂ)。

湿丿也を拡大するため現在この地区の南側を走る仮設逆路を利川しそ の側而を 捕強すること

により水を溜め，その汀線沿いに園路を造成しその両 側にアヤｊ ，ノハナショウブ， ミゾソ

バ，ヨシ。　ガマ。チゴザサ，イダサ等の湿生植物を主体とする陋找をおこなった。

(Ill中哲栩・渡辺康史)

-16-



建築遺構調査・史跡整備・測量
建造物研究室・平城宮跡発掘調査部

１，建逃物，町並・集落等の調査
奈良市内明治建築調査（奈良県）　　1971年９月。沢村・村上・宮木レ余良市史建築調査の一

環として，奈良女子大学本館・旧県立|胤Iぽ1本館など明治建築のll咯,凋ををおこなった。
七尾市民家調査（石川県）　　1972年２月。村上・寓本。　匕尾市史建築訓査の一環として，

古民家（農家４楝，町家２陳）・Mり111（1楝）の調査をおこなった。これらの建築年代は1810:紀

から19
匪紀中頃にかけてのものであり，農家の間取りは，能登半島中部北域に分布するもの

と同様の形式をもっている（余良ljl立文化財研究所年報1971参照）
。

日本建築史基礎資料集成のための調査（科学研究

費,代表者･東京大学太I III','/太郎）　1972年3月
。

沢村・宮沢・宮木・天田・藤村。大分県富貴
寺大堂の古材の所在調査，一部実測，写貞撮
彫をおこない，あわせて旧小屋材の現状と復
原資料を検討した。その他石上神宮・宇治上
神阯・醍醐.ljり,‘讒1宮の阯殿等を調査した。
JII原寺復原模型設計のための資料収集　　1971

年４月～10月。宮沢・天III。復原1=曼型設計参
照資料を件るため，栄山寺・当麻寺・奈良市
内の奈良時代建築などを調査した。　　　　　　　　　　第11j　富　貴　寺　大　堂

－16－
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町並 ・集落の歴史的 景観に関 する予備調査　　1971 年 ７月 ヽ1972 年 ３ 月。 宮 沢・ 大|ll・藤 村。

歴 史的 な町 並 の 敲 存 に関 す る 予 陥的 な 調 査 と し て， 町 並 の 現 況， 保 俘 の実 体 ， 住民 の意 識 ，

法 制的 な事 項 な ど の 資 抖 お よ び 文 献 史 料を 収 染 して お り， 本 年 度は 山 口県 萩 市， 岡 山 県 倉敷

市， 岐J江県 高山 市， 奈良 県 大 和 邵|||市 な どを 対 象 とし た。

2， 環 境 整 陥

難波宮跡（大阪 市東区法円坂町）　　1971 年 ４ 月 ～1972 年 ３月。沢 村。 大 阪 市 の 依幀 に よ り 難

波 宮 朝堂 院 跡 整 陥 の基 木 計 画 作 成 に|扁力 し た。

插磨大中造跡（兵庫県加古郡插卵11」･）　　1971 年 ４月 ～1972 年 ３月 。 沢村 。 大中 遺 跡 の 基 本 整

備 計画 を 指 導 し た。

末松廃寺 （石川県石川郡野々市町）　　1971 年 ４ 月～ ５月。 藤 原。 ３か 年 に わ た る環 境 整 陥 事

業 の完 了 に と も ない ， 事 業 終 了 報 告il卩 ）昨 成， 今 後の 管 理力 法に つ い て 指 導 し た 。

一乗谷朝倉氏館跡Q.i 井 市足 羽町）　　1971 年 ８ 月～1972 年 ３月。 牛 川 ・H ］中 。 今年 度 の 発 掘

調 査 で 検 出 し た 土 塁 の う ち， 北 釖|に つ い て 石 垣Mj 強 の た め の グ ラ ゥ トエ 法 ， 固 脂 注人 ， 一 部

積 直 し ， お よび 庭 園 復 原 工 事 に つ い て 指 導 Ｌ た。

紀伊風土記の丘（和 洳|IIlj’岩橋）　　1971 年 ８月 ～10 月。牛 川 ・|||中 。 和 歌山 県 教 委 の 依 幀に

よ り風 土 記 の 丘 資 料 館 周 辺 の植 栽 お よ び1丗庭 の基 本設 計 を お こ な っ た。

フ ゴ･yぺ洞窟（北海道余市郡余jljlllD　　1971 年10 ル, 牛 川。 壁 面 彫 刻 保 俘の た め の 蹤屋 迚 設

に と もない ， 前 年 度 お こ な っ た写 頁 詼il;:を もと に 設 殴場 所に つ い て 指 尋 し た。

大宰府 都府楼跡（福|刪,湖 澑 郡太宰卵|」‘）　　1971 年ｎ 月。|11中 。 都府 楼 南 面 築 地 お よび 回 廊

の 整 陥 基 本 計画 を お こ な っ た。

出雪国庁跡（松江I市大草町）　　1971 年12 月。 牛 川,‥1;,･j根県 教 委 の 依頼に よ り 国 庁 跡 整 鰯iの

基 本 設計 を お こな っ た。

多賀城内 城跡（多賀城ili）　　1971 年 ４月 ～1972 年 ３月 。 牛 川 ・IH 中。 特 別 史 跡 多 賀 城 跡 の

正 殿 ・ 築 地 等 の 整 陥 計 画 を 指 尽 し た。

3， 写 真 測 量

薬師寺 金堂基壇（奈良I』泗 の京町）　　1971 年10 月 ～nJ 」。 牛 川 ・ 伊東 ・藤 原 ・flll ・ 黒 崎。 発

掘 調 査 前 お よ び 後 の 二 回 に わ け て お こな い ， 縮 尺 插o の写 真 図を 作 成 Ｌ た。

泉屋博古館青銅器（京都市左 京区天王町）　　1972 年 ２月 。 牛 川･llj」’|］］・|］:l中 ・ 黒 崎 ・flll。 泉

屋 博 古 館 所 蔵 の 乳 虎 向 ， 鷓 鶚 尊 ， 鳥 柱 伺 ・ 饕孩 文 鼎 の ４点 を 写 真 測 量 し， う ち ２点 に つ い て

は 原 寸 の 実 測図 を 作 成 し た。

高松城石垣（高貶I|吶 町）1972 年 ３ 月ｏ 牛 川 ・ 限 東 り|||ｏ

-
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計 ％ 古本令私記並びに音義断簡について
歴史研究室・平城宮跡 発掘調査部

唐招提寺には多数の写経・版経等の断簡が米卯こつめて保存されてきた。これらはもと皷

楼にあったもので，明治43年，皷倭の解体修理に際して一括して米㈲こ詰めて宝蔵の天井裏

に納められたものと考えられる。すでに昭和15年頃一往調査され，平安時代の版経や印仏等

が発見紹介されている。しかしなお新資料の存在する可能性も考えられたので，今同再度の

調査をおこなうことにした。但し，口程の都合ならびに破損の甚しさにより，写経・版経・

印仏・古文,IF等の大まかな分類をおこなったのみで，内容的な調査は殆どおこなうことがで

きなかった。　しかしその間に令の注釈占 （今回新たに「古本令私記」との仮題をf」･した），なら

びに万葉仮名による和訓をfヽ j･した法華経・大般若経音義の古本の断簡が特に重要なものとし

て注目されたので，ここにそれらの紹介をおこないたい。なお今後整理を進めれば，或は今

同見落とした断簡が発見される可能性もあり，今回の報告はその中間服告ともいうべきもの

である。

古本令私記　　 今回発見されたものは三つの断面からなる。灰宜上令の篇［|順に従い，軍

防令のものをＡ，営繕・関市二令をふくむものをＢ，関市令のみのものをＣとしておこう。

各断簡の寸法はつぎの通りである。

Ａ　　　１紙　　　縱26.3cm　　　 仙29.0cm

Ｂ　　　１紙　　　　　25.Ocm　　　　　25.5cm

Ｃ　　　Ｉ紙　　　　　25.0cm　　　　　28.5cm

ほかにＢにつながる小紙片が２点，Ｃに内容上つながると考えられるものが１点ある。こ

のような小断片は今後の精査によりさらに発見される可能性がある。令文，注釈文ともに一

筆で,ltかれたもので，書き入れ，朱ぶなどはない。その潛写年代は占風により平安時代初頭

（9 世紀中葉以前）を下らない。令注釈,11の伝木は岡史大系木令義解が塙保己一の刊本を底本

としているように中|止の写本すらがほとんど失われてしまっている現在，最古の古抄本が発

見された憲味はきわめて大きいといわねばならない。

この本の紙背は後に聖教（題名未詳）を書写するために利川された（挿図）。囚みに聖教の

,|｝写年代は平安時代中期と推定される。紙背の一方の端は綴じしろのための空白になってお

り，その部分に綴紐を通した小穴があるから，紙背を使う際には瓷綴に改めたことが知られ

る。その際紙の上端は若干陶听されたと考えられる。令文の力はもと巻子本であったとおも

われるから，その１紙を２つ折りにして袋にしたようである。 ･jl:実ＢとＣは袋綴様に２紙 収

なって発見された。この２紙の長さを比べると，Ｂがやや短いから１行ほどの欠失分を插え

ば両紙は完全につながる。したがって， 令私記の１紙の長さは，およそ58cmほどになり（Ａ

の２倍），当時の写経料紙巾長卜 もの１紙の寸法にほぽ相当するのである。

－18 －



P ％
古木令私記並びに音義|听簡について

３つの断簡に収蔵される令文は軍防・営繕・関市の三令である。 軍防令16 条， 営繕令10

条，関市令12条の計36条文がふくまれている。ここで，この本では令文篇目第20の営繕令か

ら第27 の関市令に飛んでいること，関市令の篇|］が「第十八」となっていて令文の篇数とあ

わないだけでなく，『令義解』・『令集解』の巻立てとも一致しないこと，関市令は末尾１

～２行を補えば完結するから，その注釈の分量は１紙分に満たない程度のものであり，した

がってこれによりこの本全体の量をある程度は予測しうることなどが注意される。これらの

ことは，この本の性格を問題にする場合にIR要な意味をもつが，それはっぎにのべる令文の

字句の異同や注釈の傾向とも関連するので最後にふれることにする。

『令義解』所収の養老令文（国史大系本）との字句の異同を示すとつぎのようになる。字句

１字が相違するのみで相当条文が明らかなものを第１種，全く異なった川語を使っていて，

条文の比定は正確を期し雌いが，字句の配列と注釈内容から相ぢ条文を橲定したものを第２

種として掲げる。

〔第１種〕

１　凡兵倬浪 還帽 冫 ）　　　　　　 （軍防令兵鈿 倔 条）

彼還老　　　　　　　　　　　　　 （Ａ－８，Ａ断剛3 行|）の意，以 ﾄ 同゙）

２ （冫 ） 兵馬發凵，侍従充使 に ）　　　 （軍防令有所征討条）

丶
侍従為使　　　　　　　　(A ―10)

3　 凡軍営|̈ 1，恒須厳恟|可叱出入（a下）　　 （軍防令軍営門知

譏呵　　　　　　　　(A ―12)

4　 儿靹 傀 之處，皆遂便安置（ぷ‾I｀･）　　　　 （営繕令杭 湘 条）

逐　　　　　　　　　　 （Ｂ一4 ）

5　 凡竹司未交易之前（a’11） 爲人糺獲（冫 ）　　（関市令竹司条）

丶
為糺獲　　　　 （ｃ－6 ）

〔第２種〕

１　免上(A ―6) ………71μ|坊令衛士上下条

２　口文（Ａ－7 ）………la］ノ;冫　軍団人毅条

３　節級（Ａ－11）………I"]ぺ冫　国司部領衛十防ﾉ，条

４　コ勘度X  ( B―10) --･関市令丁匠上役条

５　コ 布價（ｃ－9 ）……111’j 4冫　竹私交関条（或は毎肆立原条）

第１腫についてみると，４は紅葉山文庫本も同じ文字を川いてレるように，字義からも｜

逐」が正しい。１は遂に「彼」では意味が通じ難い。２・３は『令義解』とは別本の可能性

を示していよう。したがって，第１と第２の異同をふくめて考えると，新発見の令文は『令

義解』の養老令文とは明らかに災なった系統のものであることが知られる。

-  15) -
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『令義解』との間に字句の異同があるばかりではなく，字句の配列の災なるところが6fl.･･a

所もある（軍防令３，営繕令２，関市令１）。例えば，AI听筒６行LIの「麻（歴の誤か）名，征，
防」は叩防令兵士以上条の「儿兵士以上，皆造歴名簿二通，並顕征防遠使處所」に相当する
と考えられるが，７行［には前条の「軍團主帳」がはいり，８行Lにはまた同条の「免国内
上番」の字句が配されている。これをこの本の伝写の過程における単なる錯簡とみるのには
あまりにも例数が多すぎよう。どのような小情があるにせよ，この点も両者の相違点のーつ
にちがいない。
つぎに若干注釈上の特徴にふれると，まずこれには叩・乙という表記で幾人かの解釈がふ

くまれている。集解諸説にみられる「問一答－」式のものはなく，多く内容は簡単で字書的
記述のものが多い。「格」（ｃ－10）を「久部」というように万葉仮名で和訓を記しているも
のが８例あり（因みに集解諸説のなかで古記が和訓を多く引いている），また字義のみを記すもの
が多いなど音義への関心が強い（但し漢籍の引川は一例もない）一方，音義とは別に集解諸説や
義解のような条文の適川に関する議論が全休に陌薄である（例えばこの本の営繕令に関する注
釈には京内大|喬条がないが，染解諸説が問題にしているように，同条の卩|餘役京内人夫」の力役がい
かなるものかは，明法家的側心からすれば当然触れられてよいものである）。また営繕令津僑道路条の
「非常司能辯者巾詰」の「弁」（Ｂ－4）を注して「別料之乙云非能治者巾請」とするが，
乙説は「弁」を「治」に置き換えて令文字句をそのまま引川しているにすぎない（ほかに同
llな例として，関巾令蕃客条（ｃ－5），同令官司条の「コ易之前」（ｃ－6）の注などがあげられる）
等，これらのことは，この本がいわば当代一流の明法家の手になる注釈ではないらしいこと
を匂わせる。義解及び集解に収鉦された諸説と一致する解釈は，音義的記述を除けば全くな
いのである。この本がいかに正統の明法家たちの|周心から遠いものであったかがわかる。
しかしまた，関市令竹私交関条の厂懸」に関するものと考えられる注（ｃ－８）や同令賣

奴婢条の「コ券」(C―11)の解釈は，この本の注釈の中では長文のもので特異な内容を含
んでいること，営繕令須女功条の「本司」（Ｂ－3）を，義解・古記・釈説はいずれも縫部
司と解しているのに対し，この本が縫殿寮と注しているのは，大同３年（808）縫部司を釆女
司とともに縫殿寮に併ａした小実（『類聚国史』）に法いた注釈と考えられるが，天長10年
（833）に撰述された令義解が大同３年の上記の事尖をふまえていないのに対し，この本の作
者がいわば現突受容的である芍はまた別の一面を示している。
しかしながら，そもそもこの本の編述年代について根拠のある推論を下せない現在，これ

以上に多くを謡ることは慎みたい。Ｍし，上記の縫殿寮併介の大同３年は，成立年代の上限
を与えるものであり，この本そのものの,1::写年代等を勘案すれば，下|覗もそれほど下らない
であろう。
雌後に，今回発見の令私記所引の令文が，『令義解』所掲の養老令と異なるとすると，そ

れはいかなる令文と考えられるであろうか。　古令（大宝令）との関係は，この本の成立時刈
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’占木 令 私 記並 び に音 義|粫崗 こつ い て

が 平 安 時 代 初頭 に下 る こ とか ら 考え 雛い ので あ る が， 異同 の字 句の あ る 条 文 に つ い て 古 令を

復 原 す る こ とが で きな い 以 上 ， 大 宝 令文 の 可 能 性 も全 く否 定 す る こ と は で き な い の で あ る。

つ ぎに ， 延 肝10 年 （791）か ら 弘 仁３ 年（812）の 間 施 行 され た 剛定 律 令 は， こ の 本 の 作 成 年

代と 重 な る 可 能 性 が あ る だ け に 徴 妙 で あ る。 同 令は す で に 桁 摘 さ わ てい るJ: うに 全 条文 で2･1

条に す ぎ ない の で あ る が ， 剛 定 令 は あ く まで も養 老 令 の圃 定 であ り， し たが っ て24 条 以 外 は

従 前通 り の 養 ＆令 が 実 効 法 と し て 生 き て い た わけ で あ る。 三断 簡三 令36 条 の う ち災 同 の 字 句

を 含 む条 文 は10 条 まで で あ る か ら ， こ れ が 刪定 令に 拠 っ て い る可 能 性 も残 る ので あ る。

さら に い ま一 つ 考 え ら れ る こ と は， こ の 令文 は 大宝 令或 い は 養 老 令 のい ず れ か に 蛾 づ い て

い るが ， 義 解 ・ 叭解 に 引 川 され てい る も の とは 伝来 の系 統 を 異 に す る テ キス トに 拠 っ て い る

のか もし れ な い の で あ る。 関 市 令 の 篇LI が 第 十 八 とな って い て こ れ まで 知 ら れ て い る 令 詰 本

の 隣 成 に 一 致 し な い こ と ， 当 代一 流 の明 法家 に よる 注 釈で は な い ら し い こ と を 考 え あ わ せ る

と こ の 第 三 の 梧 測 を 一 概に 無 視 す るこ とは で きな い よ うに お もわ れ る。 以 上 三 つ の 可 能 性 を

併 記 し 今 後 の 検討 に 委 ね た い。

音 義 断 簡 （３種）　 破 批 が 甚 しく ， 小 さな 断 片 と な って お り， そ の 数 も合 わ せ て20 余片 を

残 す に過 ぎ な い。 従 っ て そ の 原 形 を 復 原 す る こ と は 殆 ど不 可能 の よ うであ る。 そ の 内 容 に つ

い て は な お 倹討中 であ る が ， 川下 の とこ ろ 法 華 経関 係 の膏 義 ２ 哇， 大 般 若 羅 膏義 １ 哺の 計 ３

種 に 分け ら れ る よ うで あ る。

（Ａ）法 革 経 音 義（ 第１ 邨）（窺私撰 『法=瞽 到njll』ヵ）　5 片に 分か お る が ， そ の 文 を 見る とflll算

撰 『 法 華 経 釈 文 』 に 「 慈 思 云 」 とし て 引JI］す る 慈恵 大師 窺 私撰 『 法 革 経 音訓 』 と 介致 す る と

こ ろ が 多 く， 或 い は こ の 現 在 佚,11と な っ て い るaj 法 華維 詐,JII』 の 残 闕 で は な か ろ うか。 な お

,w よ 川 隹す と， そ の,IF写 年 代は 余 良 時 代に まで 溯 る こ とが 考え ら,れる。 そ の 紙 背 に は 聖 教

がill写 さ れ てい る が， 平安 時 代巾 期 頃 の,|;写 であ ろ う。

叫 法 華 経 音 義 （第２哇）

Icj大 般 若 経 膏義　 両 膏 義 共 に そ の占 風 に よ り平安 時 代後 期 頃 の,11写 と 推定 さ れ る。 法 華 継

膏義 は 薬 草 喩 品に 見え る 字 句 が 掲 川 され て い る が ， 一 部に は 同 品 に 見 ら れ な い 字 句 が あ り，

同 経 の 膏 義 と す る に は 若 干 の 疑 問 もあ る。 し か Ｌ 中に は 窺 私 撰 「 法 華 継 膏 訓」 と 似 た 文 を 引

用 す る 倒 所 もあ り， 法 華 羅 音 義|析簡 の 存 在 を 考 え た。 大般 若経 音 義（ 巻第381その 他） と 推 定

し た もの もそ の 筆 跡 は 法 華 経 音 義 と 似て お り， 或 い は 同一･人 の手 に 成 っ た もの で は な か ろ う

か。 共 に 墨占 の 潜入｡れな ら び に 仮名 お よび 附 箋（ 各１個所）がfヽj’され て い る が ，や や 後 の もの

であ る。 折 り 凵お よび 紙 継 ぎ 凵 の残 る も のが あ る が ， こ の折 り|］は 本文 の 文 字 の 上 に か か っ

て お り， もと 巻 子 木 で あ っ た もの が 後 に 折 本 に 改 め ら れ た もの と考 え らお る。 な お こ の|折片

は20 余 片 あ る が ， こ の 両 政義 の い ず れ か を 確 定 Ｌ 難い もの も多 く， 今 後 の 倹討 に まち たい 。

両r? 義 共 に そ の 紙 背 に 聖 教 が,11写 さ.llて い る。 ，11名は 詳 か で/か がヽ ， そ こ に 見 え る 字 句 よ

り法 華 経 関 係の もの か と も 考え ら れ る。 ま ま字 句の 訂IE 追 記の 跡 が あ り， 或 い は 草稿 本で は
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奈良卩|立文化財研究所年報

なかろうか。両膏義共に紙背の文字は,I｝風がよく似ており，もと一つの稗であった可能性が
高いようである。なおそのil;写は平安時代中期頃で，音義より古いようにみられる。断片中
にはもとの上縁を存しているものがあるが，いずれも各行とも上縁にごく近い所より占き始
められて廴ヽる。ＬかＬ紙背聖教の方が音義よりやや天が詰まっているようであり，まず聖教
が書か,h，ついで斤義が,lrびされたものと考えて麓支えないであろう。
この両音義には反1yJ・字義の他;こ万襲仮名による和訓が愬:富に施されていることが注目さ

れる。『法華経音義』（第２俥）については上代特殊仮名遣いの甲音・乙音の区別はかなり厳
密におこなわれているものの一部に違例が認められ，平安時代初期頃の成立と推定される。
また『大般若経音義』もそれにほぽ近い時代の成立と考えられる。この両音義はいずれも現
在佚書となっているものであるが，断片ながらもその豊富な和訓は岡語学資料としては新発
見のものであり，上代諸研究上興味あるものではなかろうかｃ
（これらの音義については築島駝　小H;芳規両氏より釦々御教示を頂いた。ここに記して,測意を111し
述べたい｡）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ⅲ中　稔・狩野　久）

第２図　法唯経音義

竹4 1XI　大般竹経音良

第３図　法華羅音義

第５図　大般若経音義
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典　籍　古　文　書　調　査

歴　 史　研　 究　 室

唐招提寺所蔵経典類調査　　別掲の411く 耻限に詰めらお た写経・版経 等 の1听簡 をｰ･ 化 分煩

し，今後の整川に 嚇え/こ尸び維では余良ヽ？夊時代，版継では ﾄヽ安゙時 代のものが｡多く，古 文

書は主として中11tのものであるが，破批がμしく|叫簡が大部分を占めている。そ,hらの･!μ11

は昭和47年度に実施する予定である。

仁和寺典籍古文書調査　　従来の調 在の継続として塔中蔵譛 ﾄ に゙納められてい る典緋煩 の訓

査を実施した。第51函よりはじめて約40箱の調在を終了した。

高山寺古文書聖教調査　　前年度 よりの継続として鳥山寺所蔵の古文,ll ・ 聖教類の 調査 なら

びに写真撮彫をおこない，五部大乗経紙背文,ll・維蔵11録その他の写真撮影を終えた。

その他の調査　(l) 神宮 文庫　 前年度の継続として同文川架蔵の古文I
 I 
・ 遷寓記等の記録類

について調査・写真搬影をおこなった。

(2)大東急記念文庫　 大和田関係の古文,1;等を中心にして調T在・写真撮 彫をおこなった。

(3)恨津美術館　 古文,1:=・写経類を中心にして,洲査・写真撮影をおこなった。

(･1)国立国会図占館　拾芥抄・葛 川文,'iの調在・写貞搬｡杉をお こなったＯ
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南 都 諸 寺 縁 起 の 総 合 的 研 究

美術工芸研究室・建造物研究室・歴史研究室・平城宮跡発掘調査部

昭租13年以来継続して実施してい る「 匕人 」」1巡?L私記| の研究成 邯こたって， 私記と密接

な関係にある「諸寺縁起叭」を逐語的かつ総介的に研究するもので，今年度は護国 寺本「諸

寺縁起集」に ついて，美術工芸・建築・,1圖;・考古・寺地・寺史の 各･分野におけ る従来の調

査成果にたって倹討した。 また，従来収集した史料との逐語的 な比校 倹討を試みるために，

「七人:寺巡 糺私記」の詳細な索引をrll製した。

また，資料の調査収染については，護国寺本｜諸万尓縁起集」の馴査搬影をはじめ，大東急

記念文川蔵の「 建久御巡FL記」 ，「店大和上東征傳 」のほか， 根津美術館・ 東大史料編纂所

・ 冲宮文庫・京都大学等の南部諸寺関 係史料の調介ならびに写真搬影をおこな うとともに，

東京国立lly物館・商野山・醍醐 寺・高山寺などに所在する関係資料を調丘した。

なお本研究は文部省科学 研究費哺助金（総介研究Ａ 研究代長者 長谷川,滅）を受け た。
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平城宮跡 ・藤原宮跡の発掘調査
平城宮跡発揚調査部

τy-p主日跡発1;'1:訓究(fll(;t，1971什)Qに平城?;(湖、の発HI :訓 1'fをtn72~74次 0) 41"1にわたってお

こなった。 卸72次訓有地はHt定都 1 次内現地域であり ， イド W1971で制作したおf~ 69次淵伐j也の

jJg fWJに隣接している。制有地は， 6 A B PI)<.:<-Iヒ)と 6A B QI>(Cf行)の 2か所にわかれているo

tお73次の調子王は， Ht定都 2次IJ'J袋内手1¥の京南部から京後にかけておこなった。flfn4次の調抗

は，現状変更に「ドう事iiii調査で，いずれも発掘而加が狭く. :\立，Ii\~の i1:桁が不明確なので，今

回の報告では省略する。 jM~原官跡では第 3 '~ 5次の 3回にわたって発掘調査をおこなった3

tn3次調査j也は宵の凹南|病にちかし、ところであり， ïlï也;' (j:宅建設に伴う IJnìíT調査である。2f~

4 次制査地域は， 大極般跡の京側の内裏外郭に.j"(f~定される j也抜から東方の官街地区にかけて

の-fifである。なお第 5次調子fをi:VJ堂院四方の鴨公小学校移転予定地で現在調査中である心

名次別の調子k位置，而f:il.WJI/¥Jについては第 1表および部 1・9図を参照されたL、。

3次1.1 :l'数f ::11，1 :l'f. J也 IE ;品l :ff. JtJ] lill Jlhq i 帯zfi 

72 .It 6八日 p-r. G JHiAtfll次lJ.f')! 21.7" 
τlλi2 ，H 6八BQ-C HI'山第 1 ik l付'?~

1971. 5.17 - 1971. 11.11 
17.5 

城 73
6八AQ-，I¥.R

J ffiíi:'~'~ 2 (k ll.ßi~ 1971. 7. 1 - 1971.11.17 ， I ~.O 6AARーじ

74Q) 1 6AsNー l 'i，¥'.lt辺 1971. 5.11 - 1971. 5.18 O. 
qzJ匂¥'

2 6八LOーC 下ou辺 1971.11.18 - 1971.11.20 0.1 

跡 3 6sFK il;司王守'i'lnJjl内 1971.12. 3 - 1971.12. 8 0." 

6AOs-H 百回.It剖l 1972. 2.17 0.1 

11利点 3 6A.lL-E pqj何rf1lIT 1971. 7.27 - 1971.11. n 8.0 

-::-;跡 6八 .11"-0 |付')1耳{外'ill 1971.11.29 - 18，0 

a・n 茨 19i 1ゴr:-J1r 9(; .Ji.I: ;0，'，1 :rf. :IK i見

推定第1次内裏 Ct(m次調査:) 北地区 第69次調子t地域の北 ・西部にあたり ，朱惟I"J巾iFIIi

tぷの北延長線上にある。建物 9陳， iJ'(: 2条 ・桝10条などを検山した。泣椛は大き くA ・B.

Cの 311~'JPJにオっけられる。

AWJは，B JUJJ芭包・の際にかなり大規悦な削317.，弛j也がおこなわれているため， J.立椛のiQi仔

状態が緩めてj巴く，69次調査では時前みの段SX6600とそれにH屈する木|精SX6601，建物

S B6605等の:il:!Wiが検11¥されている。今回の調布で縦突にAJUJと認定できる泣椛は，わずか

こ務S07165， S 07167のみである。

S 07165は先制区'119と北討ーりに{村宜し，di問方向のJ仁川と，その東端からI削Ji'する点IIYiiJ、

・成る。:IU，'時で・は 3([i'ij所に円状の張り 11:しをつくっており ，張り 11¥しの欣11Lは'1"lqiJ紘 卜Jえひ-

'-I-"Iqli線から点flliに15mの地点である。 i，Yi'は帆].2~0.5m rt さ O ， 05~0 ， 2m斜度で ， 氏のif:j(J ~ 
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平城宮跡、藤原宮跡の9HIi1調査

あり ，さらに検討を要する。また南(lUIについても法問化粧の泌跡が不ψj縦であるため全体の

規松を切らかにすることはできなL、。

BWIには，AWJの桝築市iを削τli.し，台j也を南に1]1;張している。そして台地上を10尺方|阪に

i也訓 りし，きわめて雑然と建物を配置して，大規悦な造営をおこ なってL、る。 第69次調査で

正殿と 7隙の東l協庭生 (東m1 b投~京第7殿〉を検出 している。今|亘lは69次制査で検 川したiE1ItX

S B6610の北 3mの依置に SB7150，さらにその北fl[llに各々6mのb'F肉mをおいて後殿S871 

51・SB 7152を検Hlした。これらの土l!物はL、ず:iLも'I，ililh線上に{次世 している。

S 87150は 9x 51:\1 のJi LJ而川iっき京 IJ4 1~ ! で，.[j'合政から 31:\1めのH通り に 1 :\1 (1:切りを設け

てし、る。このYJ!物と SB6610との閃係については，j，lij'，れがJl[P42つのillFJfisによって岐抗する

J.M合，あるL、は SB6610がさらに陥i:ltの21抜に分か，/L， /fii{l' 3 倒!が~(iび~iUllに lji. rを Hfする J.1，，)

合等が考えら:1Lるが， [lL在のとこ ろL、ずuとも決 し縦L、。

後殿S87151. S B7152は，ともに 9x 211.¥1の点四|来であり ，それぞれ，};I-{m' 4雌 SB66 

66，京第 u般 S86669とれ通り を揃える。なお，S 87151は後にfyjへ完了ご|ずらして建てかえ

ている。また S87152の:It及び問f1UIには禁制りの刑法前日 D7162・SD7163がある。

また，'1'央の建物:)1下(SB7150・7151・7152)から点3mのf¥i:世にはI十Jへ流れる 川敷liVj;S D 

6608がある。辿物llfの四0¥11にも SD6608と刈祢の似世に南北ï，\'j; の- ;'~iíが伐存していた。

この他BJWに印するit;陥としてSC6670がある。これは 「第2次内製」外手11北日11築地回腕

のI何柱列と同一線上にあり ，こ の一郊の北をl拠るj庖設である。今回は南佐デ1Iの一部を検川し

た』ことどまる。

以上BJUIの泣桝は69次制究分とあわせて，ほぼその全貌を把握することができた。 SB66 

10， S B 7150を中心として東に 7糠の11仏殿，:1ヒに後殿 2隙を配置し，おそら く凶似11にも同係

の11あ肢を配したと予想される。ともあれ，このような:ill物の配置は， r第 2次内喪」地区や

他の'1当f沼地区にもJJiをみなかったものである。なお，B J~Iに Þl; ~長された台j也の Î~m，H :t: ， 本訓

子fJ也域に問Jtzする 6ABQ区においても，倹11¥しておらずおそらくそれは 6A 8 PI~: と 6A

8Q区との'1.'1:¥1.虫干E.通路となっている位世 (SC6670のi反応'1'心紘からiHへ300尺の総にあたる)

にあるものと屯12じされる。
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CWJには.BWJに肱張した台地上をそのまま利用しているが. BWIと比較して全体の規棋

はやや総i少し建物配iilも大l阪に変更している。J也告IJ法もBJDIにみられた10尺方!眼地割は用

いていない。

CWJの王殿と考えられる辿物 S86620(19 x 51::1の建物で. I'q削にjムいJ~l iをつけている。

S B6620の身伶れ抗1 : りカ hたには人以大の傑がサー ク ノレ状に;)(~んでおり ， 身合i'\j)分にだけi踏石

を汀It、た可能性もある。SB6620の北には後殿SB7170がある。これは南北町而に広L、Jtliを

付した 7x 41HIの建物で，東西の妻柱から各々 21:jJめの{立世にU:H:l:切りを設け， 全体を 3つ

の区画に仕切っている。このう ち西側の区画内には長方形プランの土扱SK7193があり ，凹

で-石蚊TI~f. S D7195に，北で謀ー掘りの術SD7189にそれぞれつながっている。後般の放には 5

x 2間の礎石村身舎に抗日立柱の南北両而Hliをつけた!協殿SB6621が，後殴SB7170と棟通り

tn 2 同行h定負(n 次内真北j也|主.)立Wi?~iJllIIス|
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:< ji-J威主'，1'~; . JLf}Jj( '，自 の跡発J日!訓~f.

i立 |時 ヰ1:I::Jfl
1・1:I::J.J"t.t1l1 

~iiJ :J)' W1f 決行

A 1 S 86605 }!U国側 7x2以上ワ 2.98 2.98 

S 86650 }l[[!"ljl~[ :3 x 3 3.56 2.98 
81S87150 }l~jlGN[ 9x5 2.98 2 . 9 8 ll| A:qql fl{fjMl :: 切切l り

S 13 7151 }Jn!!jIJl[ 9 x 2 2.98 2.98 11 り

SB7152 }ltillj倒[ 9 x 2 2.98 2.98 縁 1・l

S 86620耳1H1{1t dLi11{9X5 2.99 2.99 I|国fJjlhtilll品JiIlli((4.18)) S 136621 ]Willl( 5 x ，1 2.52 2.66 ii'i:ftlfil (3.70 
c I S A6626 ](~-lj腕棟 20以 |て 2.93 

S 87170 31[fI_GI'-I[ 7 x " 2.99 2991Blti;Iji，I{|jヒqi-11ilり(・1.18) 
SB7173 m.ltbl[ 5x.1 2.66 2.691U0j 1(3.8R) 

おí~ 2 表折r~Æ~'~ 1 次 1 )、L').~主~j出llf 第 31豆Ijrr~Æ;;H 1 次 Il、J ~HHJ也l出削IW尖i!lll凶

を揃えて配置される。 SB6621の入(IUJれ3iIJの鎚石J也業!i荷ij}.llJ也業となっている。 この他， C 

J~Jの脇般風土li物には南北側Uî物 S B7172・7173がある。 SB7173は SB 6621と始と 同規悦の

u!物で，京凶の側位列が，それぞれ， SB66211白去;村:列， S B 7170東3色村ヲIJと同一線上にあ

る。身舎には SB6621 と同様，磁石を)I:J~、たものと J41われる。 S B 7172は，中il~hff~lを隔てて

S B7173 と がI称の (\'t: li~Iにあり，京削除t列を検 /1\ したが，山側は先制.tili域外にのびる。 これら

の~物群は京凶l1F S A6626によって北を画されている。

この他， nYjのjmb~ として S 07177 ・ 7175 ・ 6633などがある。 S 07] 77しtS 87173の北fJllJを

点流し， S 86621のlili長からI}[jへ 3mの位i位で北にjji'Jl， S 07175となる。 このiiY1;':t京凶!lfl

S A6626の北を京iikする S06633にそそ ぐ。

このHり切には，!Ji物の配位が大き く 変化しており， さ らに，~物によ っ てれI I.\ J寸法をjム狭

多様に使いわけ，また拐を多川 して蚊地内をと 1)/)‘こんでI}'}ffllを小さく区間するなと ， BJ~J 

の建物配信ーから大きな変貌を遂げている。 このようなCJUJの建物配111は，J抑界の多I刑|日1という').'

をも合めて， r第 2次内実.11:長官における」品仰のあり方と多くの共通性:をもっているといえ

ょう。

南地区 北地区の台地上ill物併のすぐ前市iで， 'I-， jl ~h斜!のバ[(liJJにあたる。広いさ巨川地を必袈

としたせいか，造物， 111，部， ~.I二戸等のj山桃が分散的に検山されただけて・あり， J邸時検11¥而|

のレベルは，北地区より約 3m低L、。

AWJには，中jl~hK~lの京約20mのところを陶北に走る IPr.l1 m のヨ~~}，Il り の術 S D7142と， チ1:戸

S E7145がある。69調査で均的段SX6600のliiiiuiに検11¥したλ ラス放追緋 SX6603の延長 gi~

は明確には検出されなかったが，バラスの多lJ:(こ分布する部分があり ，おそらくこの地域も

当初は全而バ ラスを蚊いた広場で・あったものと.141われる。

BJUJのi立{Nt と して，発.j}， ll区 Illi ~tfji\で， バ[ILLj 21:¥1以上 xih .It 1 11'，]の!J:，')・f;ld:dd:hWS X 7141を倹

山した。 SX7141のfJ:抑!りかたは 3x 1 mのj毛)j)形プランで，七i:位置だけを-f立派 く捌って

いる。初当日lは京illi約 6m ， 南北約 4 mあり ，引二'li~'ー に Jムし、。 カ‘りにこれを ~I' llijh紘で:' î!9へ jlj' り返

すと， .!-I~ lili約36m (611¥1)と |刻めて長い作'J'Us.、]i'i1Iiになる。 L、ずれにせよ， これまで、ILj城山



京良国立文化JH1jJf究所年総

でも例をみないill.hl¥'である。この他にはBWJと認定し得る泣 A 期

桃はない。

clmには，発掘区中央北辺で倹1.1¥した南北総SD7131があ

る。底には河原石を敷き，側壁に月Jl、た玉石の談き取り JJ定跡

を認めた。 このが?は第69次調査で検出した SD6612(2030'程

の傾斜で南下している)の南延長線上にある。 もし拡張した台

地の南端が現椛内道路の位置までのび，ここでSD6612から

S D7131に流下するとしても，両者の落差は 1m以上になる。

S D7131は南へ流れて荒掘りの東西締 SD7132と接する。

S D7132は幅約 0.5mの浅い栴で，中ijqilX;必から約 33mの位置 B 納ー

まで*流し，南北裕SD7133に流れこむ。このほか発掘区北

端には東西3.5m，南北約 2mの範聞に凝灰岩切石をM泣いた

とみられる逃柿 SX7138があるが， i生物はよくわからなし、。

A'B・C3 JWに分けられたもののほか，所属時WJ不明の

.iJ!4~ S B 7140・7134，Jltf. S A 7130があり ，また瓦慌を{:Ioった

こu廊SK7135・7136などがある。このうち SB7140・7]34は

辿物のilqil k~[がブj位にそわず， ，腕悦の点からも CJ明以降のもの

と考えて間違いないであろう 。東iLY堺SA7130については，

J町立の関係からAJmとするには問題があり，なおB，C¥，、ず C 期

:IlかのH初mに1置くことに虫干しでも杭極的な根拠をもたなし・。

以上のように陶地区は泣椛の分布密肢が低く，A~ C WJを

通じて台地上の辿物訴前面の広場であるとし、う基本的な性格

に変りのなかったことが切らかとなった。特に， ítl~ 2次内

袈」正脂J也区の四に並び， i第 1次内裏」の中心建物の存在

を予悲!した地域であったにもかかわらず，このj也成が，終始

「広場」としての性絡をもち統けたということは，むしろ北

地区がこの一端・の咋1心をなしていたことを示しているo tl.~" 図推定第 1 次内哀変巡図

第72次調査で111土した造物には瓦，土背任などがあるが，品:はさほど多くなし、。瓦，ゴ二日告と

も， :ltJ也阪の Ss 71 50~主抜llj(り穴や S D 7175~~~の造防からまとまって 1 1\ ニ| ・している 。

'lfIフL l.・:[(;1:第 69次調芥.て'6282~)式が多かったのに対し，今回は6134別式が全体の約50%-(' 1i.i

も多く，やや興ったあり方をみせている。 軒平瓦では69次調査問除に通称京大寺式の67321~!

式が多し、。

土探では，S B7150の柱抜取り穴のH:¥土資料によって BlPIの年代の一端をおさえることが

できる。SB7150U¥土の土球は .S K219段式 (天平安:字末年頃〉と SK2113隙式(笠色頃)のそ

← 30ー



平以官跡 • j除JJí[宮跡、の発j\ll~同校

れぞれに共通する製業をもっているが，SK2113段式により近いといえる。これからみると，

BWJの造営11羽田は天平末年を遡らず， 天 iY3~・下ij3. lIlJにおかれる可能性が向し 、。 また CWJの ~ I~

代を示す資料には， S D7175/1¥土の土問がある。 SD7175の土間は SE311-B係式 (平安

干iJJW I) に 似た特徴を示している。 CJUJの下Jq~が平安時 代に|係ることはIHJ進いない。

このような年代制から，こ の地区のAJUJのうちにl正に「卸 2次内袈」が成立していたこと

は忘れ、なく ，両者はかなり早い段階から()fイfーしたことが切らかと なった。 この地区の性絡の

究明はなお)1，'1辺地域の調査にまたなければならないが，現干EのlI~j・ )!.Î，でーはこの地区を「中宮」

1'.1-'宮院J，あるいは「西宮」とL‘った r1人j京」とi削主な関係にある場所とする蓋然性の強

いことを指摘するにと どめたい。

推定第2次内裏東南部 C!'.U73次制査〉 このJ也肢は奈良山丘陵端にあたり ，ì~IJ平および雌土

二よる3Ji担而iを階段:伏に形成 しながら南にl係っている。 内裂は一辺 200mほどの方形の平犯

而をなし，その南端で約 1mの段?絡がある。この下の、11.坦而に大Hu民跡をはじめとする土凶

があり ，京後跡には京四 7m • j.Yl北15m.(::jさ2m

の土j丘が成っていた。

I!'!z/Hした平城宮のおもなi立陥は，京後， 1)ォ j~~'J~ の

lli:IHJ建物 ・築地凶Ilifi2聞 ・築地凹JtiliにIJf.Jく|“J2隙 -

miJ'z:柱ill物 8f集・抗1:立校蜘 8条などである。これら

の巡机は， I):IWが存続したH与WJの辿杭 U.:J:Y，iJ以降)

と， そJL以riiiの辿桃 (ー卜F:"ij立桃)に分けーら)L， 抗1:立

柱M5条が下!日逃椛に属する。、11.城'JU;以iiiiのj出111と

して布1 1 切J~r古墳がある。この前方後円墳は， 31i.以官

造包・にあたり，墳丘は削られ，涼はJmめら.1Lて緩い

傾斜を もっ整j也而とされ，このmiに下府逃桃が灯ま

れた。その後，大規模な内裂のj芭也・がおこなわれ，

内真周辺は揃二L:されて現在に近い段状地形が形成さ

れた。造話・後は強地を伴うような改造はな く，出絶

後に水凶が営まれる過程で主主j虫得:は削平され，低j也

はJ~llめらüて現在にいたっている(第 5 閃) 。

JてJo.. 市出品 築地問JI!liで IJI] まれた内~tJ ~ jJj 11;押され

た。 築j也Jnl Jrmは_j:伏に 1)、j災会 I~' I し，名 lúiに I"J Ij'; I Jfl l ‘ 

ている。悶ITIi築地|而IJril iの点端には大);lt n;'~なÆIHJill物

とそれに北J潰する紺|殿と 付属施設が設けられる。内

装の閣にはffil品l建物と相刈して京楼が造られる。l%f

&<t;.yJJ;riや1・Lを多く {史j刊し，~ìきったjι'JZがされてい
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奈良国立文化財・研究所"I'f.fl

る。1"1災の京南部分のl付。lI]は，大規悦な施設のない出11-¥]で，小さなili物がj位り替えらJしてい

る。以上の辿物は奈良H寺代Jili末Jij]で-廃絶している。

現在の東桜断、の斗:庄iiをとりこんて大きな束楼跡SB7700を検:1:した。基jillの)i'ilILUは削平さ

れているが，法凶器官官の抗i:込みを地業により ，南北29.5m・束凶15mほと.の大きさに復原さ

れる。 ì'íリ平され残ったti_~)i1は南端で約 1. 5 m の尚 さがある。 その上回には礎石&Ilx り穴が 5

か所あり，柱11:\]寸法 5 mで千鳥状にi~ lI: された。ニ1::3r，jの現状からは南北線桁行10110 ]で似通り

こも柱を省略せずmてる後I~，]風の建物とみられるが， 土j立は南方にさらに若干!よかったらし

いのでIIx 4問と考えることもできる。

重IKlM¥物SB7600は，南而築地問販11の!Ul1;;aにあり ， I~i;泊りに犬山 、抗1 :立小1:をもっ総れの 7 x 

41日!の建物である 。 瓦lFきで二階辿てであった。 南町i築地回廊と同lI~j にj告られていて， 主主物

|人j部を築地回廊と同僚に築地が1'1過している。誌j立は東西28，8m・南北16，9mと復原され南

端で向さ 1mほどの出を築成し北白lI]では向原ii内陸とほぼ岡市iに造成したものである。礎石紘

1&り火には般石が伐っており ，据え付け捌りかたもある。建物の床miは身舎全部が土|品lで，

築地より 内側の州 と基)i11'fil分には1l，k}1(岩政石がH]l 、られていた。 1:1~1:がち併も焼以岩切石を J-I]

いており ，北。!I]ではほぼ完rr-してL‘たo 0!物は京im24.9m・南北13.1111と佐原され， fJIH]寸

法は築地|旦IJlisと-.i1(の訓付けてJ"i.去を もら，}時iでは身舎の 3分の 2になっているo illl羽辿物の

北 4，7mへだてて付w，の創11版 SB7601がある。 1r.I:il七lの 7x H¥]の建物でLft:l拡]ill物と南北の

よÌ，通りをそろえている。 この 2 仰の建物の 11r]に，各 ノ~ <1 :本の抗1:J'IJまからなる SX7602・7603

J立
lけ11¥1寸法111

主I: I;:I~ 止とζLと二i' (1m -)5' 
桁tj'l架行

lお

上
上

2
2
4
1
1
1
2
2
2
2
2
2
1

4

以
以

x
x
x
x
x
x
x
×

x
x
×

×

×

x

弓
U
内

δ
l
l
H
3
4
1
1
7
7
1
1
4
3
5
3
3
3
5
ω
 

附
胤
桝

M
M門
門
物
保
附
附
似
附
即
断
似
隙
隙
隙
棟

四

回

開

而

占

地
地
北
北
凶
阪
市
民
什
凶
凶
北
凶
北
西
西
北
北

築

築

山

川

脱

出

山
県
南
市
南
東
凹
回
強
烈
木
木
東
南
京
市
相
以
来
雨
前

"h
v
AHu
-『
d
nHV
'E晶
《

HV
-E-
内

HU
'Ea
n
F-
内

4d

・4
・-吋UF
H
U
目

''
n
M
u
n同
d

戸、u
nH
V

FU

A噌

Q
d
1
a
1
A
Q
d
o
d
n
v
A
v
n
v
n
u
n
v
n
υ
n
u
n
v
n
v

ハu
t
a

ハU

'l
p
O
R
U
FH
U
F
O
ミ
M

戸、up
h
V
円

h
v
p
n
v
目
U
FhU
F
O
FhU
FO

phu
内

h
U
FhU
7
'

n
u
A
U
7

・句'
-t
円
，，

守

'

月
lr

n''
守

r
Fet

マf
月イ
r

nvf
司

lf
司

f

n
リ

g

"aF

7

・

C
C
A
A
A
B
B
B
B
X
X
8
8
8
B
8
8
B
B
 

S
S
S
S
S
5
5
5
5
S
5
5
S
5
5
5
5
5

5

 

上

M

3.87 3.87 
3 . 9:~ :U7 

総長16.2
総長 8.0
総rW.9

3.93 3.87 
3.87 3.87 
3.933.93 Jfii2.62 
3.93 2.95 i，i;iij品1;:12.62

'1.17 x2.17 

'1.l7x2.17 
2.15 UW  2.・16+1. 95 
2.2 2.2 
2. :~6 2.95 
U 5 1.60 
2.6 2.6 
2.10 1.95 
3.，1 3.0 M2糸か
2.5 2.5 京後

下1S A0655 :iU 凶 )bl13以J 42.01;)，_七
S A6905 IYI :11::. M 7以上 61.0以j二，
S A7592東西 p;f. 5以|ー '16.01")，ーじ
S A 7593 IYI :11::. M 18以上 55，0以上

h11 S A 759.1 :東西 J!Jt 6 総j主18.，1

が11 '火 Ijl~ Il6JJの I H]にとりついており， ~1l 1弘i辿

物の|措上に登る木!犠の施設の 可能性 があ

る。なおm7¥持ちWftの北に建物と南北の，l'j・j凶

りをそろえて1)U;}j(岩J;lJ石が置かれている。

以上のj立tlWI;J::IT!:1抑建物を中心とする一刻lの

ものである。

南部築地回廊SC0640は 中火に築地 ( ~I，\i

1.8m)を通した梁行3，9mの築地回廊で，

桁行柱11，¥]寸法3，93mあり ，束而築地回廊の

3.87mより若干jよし 、。 基町l阪は 10.6111と

J百:定される。南国築地凹廊は重iaJ建物にと

りこまれた形になり ， 建物Ijl~ }協で‘は桁行十1，

川寸法を縮めて接続を調節している。築地

本体・はF-hさ5CIIIほと司伐っていて，ここでうも'
S X 02~9 前方後円げt j{liA寸法令長 116111，jjij:;ij"{ffl 

制 78m，1長内部IfW壬6~帆 柱礎石4・同.J1Z1収穴若干を検11:¥した。得柱

可l3表 Hil定刻Il2次内災主2!!:j立地 随Zこiには全て納穴がある。l旦l臨床面は側ti，
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の|λJ1a1が土1111で，外部にはリUi::{i 

がある。土H¥Ji'ffI分には火熱によ

る赤変が点々と認められた。点

而築地回廊SC0156も南市iとl'iJ

じ帥j告であるが，係l通 りの築地

より束)jはrliillと側併になって

いて発妨!できず，澗抗できた)';1¥

分も北寄りでは削平が，皆しし、。

回Jiifill結石抜l収穴で・は似石がよく

す主っており ，ほI(IUニ小i&.;fIJをし

き， fJ!lliliiにこぶし大の恨石をつ

めていて， 礎石!:t上ITIiプj0.8m 

• J以さ 0.5mの)j)杉で 下半を倒

的以ブj~fur*に造ったものと Hf~Æ

される 。 !日日 iûiの 1 : l llJ ゃ ~lx {_j も ifi l

分fドjに残っている。l'lj(l!IJのIN的

ら ii\'j.も 耐吟' りほど (~ ((がよく ，

屯W，J ill物の北| ド1/i会 ら ï，l'f とのí't i/'~

}.I，i、では似1. 4 m に J.L，がりiY~v;;，iで

点に41rれてHiTI長となっていた。

なお， 京国厄I JnßI人j 側 TÝ~'(.)- り 4111J

分には寄.l:J:磁石に添えた小切1i

が.t"<i・かれて，ここを(I~ 切る皆川l

のような施;i立があったと巧・えら

れる。

南1(lil"JS B 7590は，南I(ri築地

問廊正luiのI"Jから点12111J日にIJfJ

いている。築地本体のfi'lニ1-'.が 1

11'，)分途切れ， 1対のl結石抜11兄り

火がある。 この 11/'，)分lま11-，4.7 

l1lにわたり 9JtI:l1<1';-の敷石があ

た。点I(riでーも， I ~J\から 121H J 1=1に

JUmil"J S B 7591が1m¥，、ている。

|判j(!j川と同航jむのものである。

:'JLj必'ι-跡 ー ii告lJi{12訓.の発j~li ~.'.lれ

i:il 61:;<1 j (i~ÆW 2 ì大 1'f:).Ü!O旬 i初出l'I; ::J~iJ I.l1凶
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奈良国立文化財研究所1"ム報

Wl立住列SA7595は京而i築地|旦l!rtfiの内(1l11を限

るmである。 SA7610・7611はSB7608にトu試
する小鋭校な住穴列で奈良末WIのj立物が山土し

ている。

1r.ll立住建物S87606・7604・7605・7607・76

08・7609・7615は内袈内部にあり .-I'tlLll寸法の

狭い小規模なものである。SB7606は，東西40

)'(・南北20尺の大きさで，内以内部の力|恨地割

りに規制されている。れ径はごく刺く，存続JDJ t(17 図柄1 1ゆl野 ，!ïtJ1後円f~出~:-{:ゴ

UJIは短いとみられる。他のili物は方位が北で京にふれるものが多く ，杭!日jもふぞろいである。

上府i立椛から検川した瓦mにはni.J瓦が 339.':.(あり . 2&J丘土~物J~.i 聞から多く 11 \土した6225-

6663型式の組合せが卓越している。 他に6133-6732~\~~式や藤原宮式の組合せ も認められた

が， 第 2 次 l付裏所FÞI とされる 6311-6664~~J.式の 1 1\士数はごく少なかった。 6225-6663型式は

):~I ~~院所用の瓦とされているもので. 11']裂の-{fJでこの組合せが造蛍当事IJから使用されてし

たことが雌認された。またJ仏瓦て・(土光好なやや小ぶりの例がある。

下回.ì1!~W 幼1I立川:!lf1:SA0655・6905・7592・7593・7594があり ，こJLらによゐ区|山iが造-ら

れてし 、る。州立れは全て抜き11見られている。 lr.llりかたも1.5x O，8mほどで統ーされている。

点iili築地l"IJrisの築地下lこSA6905が，間1(li築地11.11Jif!iの築地下にSA7592がある。れ1:-11寸法

はほぼ 3mであるが各11¥1で{illび縮みがある。SA 7592の北60尺の所に京四腕SA0655がある。

二It寄りで 611¥1の身(:SA 7594がSA6905にとりつく 。点後の西側では SA 7593があり ，二]tl:tS 

A7592につながっていて，さらに隔にのびてL、く 。これらの堺は大区iiliiの1部と考えられる。

お11切]野・古江t(SX0249) 今回前方後円凶の京三!と分をflJI.jj!f.した。 全長116m・後|工Ji'刊行歪64m

- 前ブi1市中高78 m と Hí~定され， 東側のくびれfm近くに)j形の込ーり IU しをもっている。 墳丘は段

築成であったらしく ，llri下位は地山を郷りこんで形成され，段上にI直輸をすえつけていたこ

とが後門部で確認された。古墳の斜而には三ぶしほと:'(})lr石が般かれ，下端に人iiJl大の似石

をおく 。 泌!以から水 ， !~ JI予liMfJíìを検 11:1 した。

今回検出 した下府追桃と一連のjJ;!，fIWが，抗í~定むí~ 2払;いJW全域にわたって-rr在する。この地

域のJ.liWtは.1人j裂の;!'lWiと1''.1災以前とに 2)(j}11されることがわかる(第81刈)。下問j立杭は，

別による 1 :{ Ii]jjが ::1 :，で ill物は少な L 、。 Jt(での 1 ，><) l ljは ， 京 I)~ ・ l対 .lt600)，(の )j ) r~を:泣いその 11(4

辺全I~tl\にわた っ て史にI十j.lt60)，( 11 Jの|丘l山iが(，j'Mしているとみられる。 )j600)てのlメ:1岨iの'1'心

ニは1r.ll立主t主~物 S B4700とl判の梨IIj設があり， これら(r I Jlj んでμ~ IJg255g ・ 尚北400)込の長ノj)r~

の小l孟 |凶がある と 1'!í~返される。 小区画の北方には侃立l)f(: ・ 又 l :t}.ど物が阪数あるが詳細はわか

らなし、。大lぶ闘の耐力は大将殿凹JfilIの外j剖に侃ム:LWf:がのびてL、る 。 以上のW1. や主~物は . 1~* 1切

に10)ミカ|恨のj也'Jiljりに脱1lillさAtている。
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3V.以'l江~~・ ・ m事以前助、の発品1 :訓:tt

上!日巡桃の内実では，築地凹JliRが存続している川に， /)'] iHIのill物のj主主主がある。築地凹Jliii

は下周の区.闘の京と凹と南を踏襲し， 北では若=r隔に移る。築地凹Jlisの各市iのほぼ4~;分 )，'，-:

に 3f".JがIm~ 、ている。 回廊ねー I H]寸法は13尺，又は40尺を 3 等分した数値である。 柱|間数(i ，

T何回は重l品|建物が柿入されているため心々491::1， :ltf@i451i4]，京・ i!!i聞は48山である。今凹

検出した南「百lの束の門は，内哀のii¥TI立H凹廊の外似1]， lli:1品l建物との1::]に挿入されている。

下回逃緋は平城宮造;ILl-当初の lI~j' JW と考えられる。 上回のj旦f'l'i の j色包・年代は今まで天τlι末年

とされていたが，内装iWl:ili:所用のijlT瓦の製作年代からみて遡ることが知られてきた。平以宮j草

笛当初jには推定第 l次内裏地区には築地回Jri/Iで阻まれた長方形の区画内にj事砧の段やUiJ:U建

物があり ，Hf~定第 2 次内裏地区では抑立中tの射で凹んだ |豆町があったことがわかってきた。

(阿部;&3V.. rjl斐忠彦〉

引I8図 j m;;.Ë!:(~ 2 次 I)~ :MJ也区.ill物配世|見H系|羽 !!.¥ .fhYi 体 JニトJ1
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奈良国立文化財研究所年半I!

藤原宮西南官街地区 Ct{~ 3次剥査) 従来，藤原宮1);:)における

発掘調査は， ilVJ堂院， FI~裂等の中心部分や南門を含めた宮の lill

3?についてなされており ，今回の制貨は宮内初jの官{街地区の淵

査である。

この地区では，藤原宮の逃桃の下に弥生|時代のj享い包含j習が

認められた。発抗nはまず，全miにわたってj加東宮のiti棋の検出

をおこなったのち，藤原宮JtJJの泣椛のない部分についてのみ，

地山まで掘り下げて弥生l時ー代の辿椛を検11¥する方法をとった。

発J紺掘踊崩!の払結.封柴』検出 した巡
釘第t9 凶 Jli燦車糾-心妬b防似;己{'I泊&広.発読郷抑i日H位立i位β図

戸戸iH基在，古墳時代の井戸 2 U; ・ 土~~ 1 基，弥生lI~j 代の多数のチ|二戸 ・ 土狐 ・ 郡守rであるの勝jボ

官に屈する逃椛4士宮廃絶後に削平されていて，残存状況は非常に悲し、。特に発掘区間半部で

は，I:I-I-Il!:の強地問直下は弥生時代包合間になる。

発掘区東辺で検出した抑立柱建物SB560は南北側iで，桁行 3H¥Jと柴行 111¥J分を<<uiil!c!， した。

~:.i: H~1は桁行，買さ行とも等11~1 で 1. 9 mである。 S B656は発御区中央南端部で建物の一部を認め

た。二It(l~リH火の1(:凶は削平されているが，おそらく 31IJ J であったと考えられる 。 発抑区西部

で検1.1¥したSB590は桁行 311，¥JC柱l/¥n.7111) ， !f-:行 111¥JCHI:n3.1m)の南北械で・ある。 なお，

これらの建物は}j(li.:が北で凶へ若干ふれ，ゆがみがある。

S B590の束。llJで;).j:戸 SE589を倹出した。京四1.8m，南北1.5mほどの大きさで，検出fui

から1.5mの派さがある。立11土rl-Iから少1lj.の%1恵器と土njli器が11:¥ニlこした。

藤原宮に|到する i創出は以上である。 IJJ上造物も微量で， 今回の~Uij査では l'rHijのi生協等をHf~

定することはできなかった。

古墳時代に)d]，する逃椛としては 2tlbの井戸SE555・SE669がある。発』抑知区京I南4羽有剖-写引il附q判品で

した SE555は，長径2.2m，知径1.0mの附円形で，i策さは1.2mある。主II土から少此の木片

と 5 世紀末の~i語、器及びゴ二郎総iJ~W土した。 S E669(;I:径 1mのほぼ|ムm*である。 深さは約

1.5mある。11:¥土 した少iil:の飢i楽式土擦と土師総からみて， 6世紀前半の井戸と考えられる。

j広原宮WJの府の下には弥生lI~f 代のj立怖が数多くある。 弥生l時代の屈は上 ・ 中 ・ 下の三l切に

分かれ， 逃椛はこれらの各屈で検山した。 上回は後jtJJに，中jFjは ~I:J J UJに，そして下j習は前JUJ

にあたる。

J二JFjで検11¥した迫|んには SD666・SK760・SE813~;がある o S D666は先1}. l iI~ 1人jV .二:t;:i い

て， ユ|ヒと耐の 2か所で(J'ffiit包した。*1，¥3 In，告訴さは 1mある。切らかに人工的に抗1:った桝と，ILl.

われ，あるいは集落をめぐる開法となるのかもしれなL、o .l~Hこし上!百で $1日l鉱が 2 点出上 してい

る。 SK760は径約 3mの土扱で，r~~ さは1. 8mである。 低は砂磯田まで達しており ， 大形で

はあるが井戸かもしれなし 、。低に接して完形の珪形土慌が23点出土 した。

なお，上jE包合間から銅鐸H*土製11111を:'le比したoI~.;J さ 14cmで ， ~m と身の j毛さは等しし、。 決
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:y Jk~7~U~; . JM~lj;\7;;;刈;の発1}.1;山r~t

第10図 j除!li{'品;j1Y I何'良 11~J也区j立 h'li:J~iJ!lIl百l

iiii1!民文で赤色塗料が11.
'
j.く残っている。先形である。

I tlJ再で発見した:i1J:mとしては，S E6IO・SE680・SE 758 ~1がある。 S E610は作1.5m，

r:tさ1.5mのチ1:戸で，S E680もほぼ問規悦である。

下回に同するj立問ではSK720が"ff:-であり，十伐の1ilもわずかて・ある。

各iI~j・ WJの泣柿のうち， 発1M;区のïLli北I~J~ と I I~'火 m~m辺， または京辺で|会川した小ピ γ 卜J:Y:

は . :ill物 O) ~tíにやHUJ~ の-r'illかとも考えられるが，切 I引こし仰なかった。

第3次調査出土弥生式土器 m制~tr ' ，' ;\'WJのJ•• γ!の下からは， 畿内出 1t'fi式から泊 V掠式までを

合む大111:の弥生式ご1・慌が11¥二i二した。そのうらから，第 11Hi式 L ~日についての新 'WJ~ と ， 前 111

• IV 様式二1"総の変造過程を初介したし、。

抗 日係式土加の11¥土したj立椛としては. S 0808 • S K690等がある。jれ、百lf'泌をもっ叫"

μ縁の外反する鉢， 第 111 様式に一般的な fì 卜H~ょ (4) と 同形態の鉢， 型Eが11¥二七している。裂

は. 11 段式の~を代表するとされるもの， すなわち |人l外 ïliiをハケ |守制強する 例がJjUI'~には少

なく ，日+イ小;外 ïúiを liE剖lから~~i fjj)ちかくまで削るものが，約 7 ~I IJをしめることが1'f， J尚できる。

また ， 51Eのなかには IIp き目をもつものが認められる 。 II Il き闘の上|以が ， 員~ 11様式にさかのぼ

ることは校目される。そして，これらの土保の特徴は， ~n 係式のなかでも，終末にらかい

段階にあることを示している。なお，大阪府桑津地跡においては，第 11Hi式の艶が若しいハ

ケ1=1をもたず，形態的に2詰111隊式の裂にわかL、ところから，主主体遺跡の5!5を，唐古却 IIW式
<.11:1) 

よりも新しい段階にあるとする見)jがある。 この解釈は，本追跡における~Xór.に一致する。

しかしながら， 和f，~と南河内では，抗 日 以式の全WJI1 I J を通 して，ハケ EI をもたないう![!が主体
W:2) 

をなすことが指摘されてお・り，この般の部が地j或性をもっ ζ とも lmi'J~である。

本~ ，ì立跡 H~\ -I_:のtn111様式ニu止は，三役附に分けることが可能である。

まず，心もi'il、[刻梢にAliするものa， S E68011¥-1ょーf'.~:}に 代表さ)lる ( 1 ~ 6)。ここでは
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奈良同立文化財研究所"1工科1

tfm阿弥生式土!r.:~ ~~ il1.lJ 同
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千以下i; ~'~; . Ti~~]líI7; '; V~;のJtjl， l i~J司有
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奈良悶立文化財研究所{Hf!

川k~l文はまったく認めなし、。 51iの文慌には，前線文， 11主 ;I)~文， ~n

精子文・，f{~状文がある。 f((t状文についてみると ， 1 ~-g:・のみを顕

'1;11に施すにすぎない (1)。この使用法はf本の牒状文にも共通し

ており ，やはり 1;:11てある (4)。附111i文段イ1::1ト11を肝 くものが

大多数をしめる。文|事'ill-に前うとする10本|前後を 1ij".('Lとしたタ

テ紘の11行文をつける例 (，1)もある。 鉢のn縁!i.， ~11' り 1111 ( -)'て

f立をつ くるものである。台付鉢，17i;柄、のJV1lf(il内而|はへラ削りし

ない。要は， tifllI様式の聾として一般的な形態を もっている。

しかし，イ'~， f(i円、 半をへラ 削 りするもの (5 ・ 6 ) を認め，注目さ

れる。これは，さきにみた卸 H隊式誌のへラ削りと|兵IAするの

であろう 。底部外而iをへラ 削りするものもある。

次の段階に考えられるのは. S E610下l附FF将.1川j

初12図 SD808W土仰 "腺
式波形土~{

B現lしていないらしし、、。 ただしし.I!!I級文をもっ鉢の一例(14)のみは，この段階に屈するのか，

次の段階にあるのか不明であるため，凹線文が1!tr，いとはし、L、きれなし、。鉢や日{:!:には，f(~:1丈文

を2;:1:'tJJ二)lJl、るよ うになる。|制的文除ill-川をlP.'く手法は，なお杭し、ている。鉢の 口縁は，

j1i'り1111げた段:IK口縁である023杯には，杯部口縁が直口を呈するものと，いわゆる水平口縁

をもつものの 2種がある。前缶のl仰には， ヘラ1'Ui1光線文fi;。を 2段に-iT(ねている。なお，f~ (~ 

J札 口杯のJVMI内而をへラ ì'í lJ りする手法は， この段階に 11\到している 。 他に，保体外而にr~~

の{・|・者した1!tr，文の小型車がある (10)。これは形態は確であるが，護の機能をもつものとし

て，唐古都IV様式の 1;>，;m~にあげられたものである。 この総形が，節 目1 .印式にさかのぼるこ

とはすでに認められているが，本泣跡では，この段階にイ，:在する ことが切lらかにできた。

第1II様式のなかで， i訟も新しい段階とするのは， S E610上閉 ・SE8091Uイ:の士総であ

る (11.12.14--19)01竺l線は査口縁 (15)や，鉢の文時111の上下に記、められる。鉢ーには，口縁を

段状につくる際にj)rり1111げるものと， この段階でH:¥現した府iこと，JH-をJ!iiりつけるものとがあ

る。文日付1::1日iを陪くことはなL、。大型鉢の弦場する確実な段階もここにある。聾は，頭部の

屈11[1や口縁端部の上方への発達がめだち，沼が張ってくる (18)。 総体外而は，へラ削り の

のちにタテ方向にへ ラJI}きするもの(19)と，休部上半に1111き討を践し そのJーはナデやハ

ケ自で調整するものがある (12・17. 19)。

WIVW式として詑‘められるのは， S D670H:¥:I:士総である (20--25)。ここでは， 山総文が

L

除の主体になっている 。 l僚状文は認められな L 、。 ロ縁に山総文のみを数段翫ねる ~':j杯 (23)

が11¥現する。半環状把予を 1個取りつける 台HBi!もある (22)。 鉢は，幅広.いj的り{、lけ段状

口縁を もっ。 口縁。.:;J fa~ と j限mllこは山総文を絡し，その川に波状文や櫛Hliït'ü0l文を配する 。 翌5

1， 休部の張りが少なくなる削向がある。 口縁外端miを l"I K~l:伏につくる も のが多し、。 しカ

し，1日|斜文をif(ねる例はなL、。 休部余而をハケ 11調殺する もの (24)とート、いをへラ 削りする
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3]"'.J成;;1;跡 ・jW/!i(':;';削;の発jl，11;'仏，1~I' 

もの (25)の両者がみられる。川lき円をもつものは少なL、。玄た ，1111き11もハケ 日JJ"'1挫に消さ

れ，わずかに間続できる純度ーでーある。{州市上、|勺ニ，ヘラ先によるJ;iJ.い斜線文を l，li;・めぐらす

ものがある (20)。なお，こ の段階の資料には，も:の自!Ii)f'が少なし、。 しかし， 揃Hli文のある

7iJ'l.J:も多く λら，1L， 1"1純文とともに，IfliHu'j文もまだ慌んにJI]l、ていることがわかる。

'(，U;:，畿内とくに大和で(.1、都 1111栄λρ、ら抑 IVbii式への変泣jl!!Jf'il/J';， 必ずし も lリ Jlif.~ で/s.. l 、 。

ここに紺介した'i't刊をTがかりにして，この川Jt!uをIljJらかにしていきたL、。また.今1"1の調

子fで(;t，Z(~ V b~式上保 も多 i l l-に 111土している。 これは，現引ミまでに少なくとも 3 段階に分か

れると予iHlIしている。第 V様式の利l分 も，ひとつの課題である。

萩原宮内裏東外郭 C2H4次) J~'.1:M山(;I:. ~n 2次調査地の二It， ~ I島公小学校の点。IJI隣接J也 であ

る。険111した下'，'1)(，1係のおもなJ1'.lfIWとして南北1'1';:7条，東西約 1条，抗11立十UJJl:3条，磁石建物

1倒l， 怖 1:Jιi也などがあり ，ほかに?引人jにおける :，:1'.要な通路の {(千五を雌認。した。

ゴ'61間際:中央部のやや京寄り にある北流する南北大ìll~ ，i， '~~iが約 5 mあり奈良県教育委員会

の訓子主で発見された S0105のJ-.流 とHf~Áとされる 。 当初jの併は後の改修で 両岸寄りの部分を

担nめたて.怖iを狭めている。h'liの取引こ|二(1大きく 3)符に分かれる。J二附はj除J51宮廃絶後のJlt

Uで，'1')門は改修後のJI長引である。'1'・下肘から木附を約40lU'c!ょしてし‘るが， 小)fーが多い

ため改修の11!i'J U]l .!:.1(f~記で・きな l .。 この人:Wi'I'の1，I;j);~ぞいに)j形のや1:火タ1I と ， I'J形の本1:ンピタ1Iを

作41:11発見した。|、UI'，Jfμ 、ずれも2.67mの等川であるo このn:火ダ1Iの北は先侃区外に庇びて

いるが， そのあリかたから杭JV41川のものとみーえられる。 方形のれ火のひとつには， Ii'(向約

0.3111， J長さ約1.5mのれ似が l水位 ((していた。 この大i，l'iのIJ45 111 の 付 I~に南北椀 S A865 

がある。 村:I: \Jは2.95 111 の等川であり ， おそらく IJ'J~毛外邦の点を!以る胞設と考えられる。

このほか.1食川 した併のう ち，'嗣1m以上のものが4糸ある。、これらはきわめて近J主して

((花する ものもあるので， これらが1，iJII~j':二 (F(I:したものとは考えられず， )制点官のJ:fí.J~U:l]の

経常においても数次の大組悦なjUFi-がおこ伝われたこと乞.j(i~i-じさせる。

先制|メ.の川端でj止をお炊 きとした池SX920を倹:1¥した。 これは， 第 2次;i!I，j主IーでT印字を先

!~ した池にJ主がけーる可能j~ニもある。 この池のjゃに嫁して wt!石払l jえつけのための線石を 3 か月Jí

で先比 したが， 後 |止の撹乱のため建物 ~ 8921のが~悦を切らカ ‘にすることはでき なかった。

-て，大(，I'ftでー先比した橋脚の施設から，本ゴ'c1i¥11 Iメーのほとんどがj.i1路リ泣きであった ことがHt

Aできる。 しかし，発捌区の西端にはi也があり ，また怖の位|白は，大縦般の束延長総より約

20m :ltに寄って L 、る 。 内京外 ~'ll内でのj函同庁、どのよ?に ~ I 回 さ，! Lたのかは， 今後の調子tによ

って1>>1らかにされるだろう。

以上のほか，古JJ'til~j' 1 ¥:の怖を 6糸， 1hl: I't: It.ill物 11W，タJ ;~I.=. II !d\:の糾 1 糸を発見した。

註 1 J;HI:ì ，'，')己 í~~i ド遺跡の;'J1.J1tJ (['大IW(.fの文化111.1 1962) 

2 ・3 ii也I-.・凶γ池Jm:H 2 W;tflll' ，Lit(lli jI1~~;;J:，11t会.a 19iO) 

(JI!j 1・iJ，lt. Pli 弘海 ・宮本政一)
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薬師寺金堂基喧の発捌調査
平城宮跡発掘調査部

く伝子：は， 117)和441r・に近畿大学杉山信三教授等の調子f聞により， 法j立の－·t]Iが売却i調査され

ているが， $13］·コンクリ ー 卜椛j色によるIIHf1 1の新T·j,：に作い，j立跡のt;il分（J�Jl1政J実はさけらj L 

ぬ 可1,：態となったので， この際fi＆�＇.（(i'·JにfilJJ.Jlll!i'の；rawを利子tする必�がノ｜：じた。 来r:m�.＇1：の委IM

を受けた当訓行部は，ll(];f1J46作llJJ 8 11～12rJ 271 lにかけて，；111,1行委il会のJ行持のもとに以

Jf;iまわりを主とする8131112を発掘調査した。

遺権 法！立上には天文14年再辿（小昆来銘）' }J記長5 ii三大改修（倣木銘）の，p.J百入母屋j込の

仮金泣か建っていたが， 復興工事のため， 木功：安Illの大11.Jl石製品GH'i仏Jf;i (f:1肢.I!当初材， 昭和

32年解体修理）とともに461:J三8月に徹去されていた。 発掘に先だち現基出を写真測量した。

ついで江戸ll�d℃に肱大修造された出正r;·u.t1nの花耐岩化粧石， 1泣JI， 旧袋｜潜柱筋のi丘きillね

礎石とj也被石， 及び向拝珂；の礎石を！Ixり外した。 さらに旧�・j喧同聞の前二｜二， 堆Il'1土を排除し

て， 当初の袋｜暗礎石， はめ石， j也磁石 ， 雨孫併などを検IHした。

1\;・J:0.は東西29.19m (98.3尺）， 南北18.0lm (60.6）＜！.）， 佐原市l.5m (5尺）である。 侃込

j也業はみられず旧地表」てlこ砂質土と店i'i土をうと万Jこっき悶め基JD.を築成している。J也被石は1)1,t

}!,JO'：·でほぼ全Jl;]l!ljに完了子している。1liiii'1i 1:'.;jさ37cm，奥行帆36cm， 長さ120cm内外であるo f-:f71i 

お（ll閃 金 当� t，巳 Jf',i 干 而，χ，
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�f：�t.'J,<i）＇
’l�;J.�Jftの発J>.11;.1:.1れ

に制約2Qcm， 深さ3 cmのはめ訂イl:t lがなされている。

悲し あるいは初めの計画が変Y!: されたのかもしれなし 、。｜糾のはめ訂はー討をL字却に造り

11：したものである。 束石は用いられていなし 、o t.rGは先見されておらず， はめ石天白；i,lと水た

れ勾配を加味した1泣石上1111延長線との向低差は15cm（止で，リ�土石のj早さに近いので， 外まわり

の1泣石がお石をかねていた可能悩ニが強（L、。放石は凝灰岩で，百リ．姐のものはj与さ15CmJJiI後であ

る。！l}J宅損傷がひどく， 伊豆．石や擬石などで補修されたf:il分が多L 、。

磁石は花l刈岩で， 大部分のものにtkけた浜跡がある。 上部におよそ74x74cmの方形の造り

II:しがあるが， への8のみ円形のj也り山しをもっ。 以下礎訂を帯十l記号で；記述す る（第1

｜刈）。 への3， への 4Lt'i'Tが1 m,JYの大きなものである。 この同H砧� ill\lをたち；1fllって訓抗し

たと乙ろ，;J},;JfU：を途rl IまでいったんHt上げた 1tに，mtイillAHけ穴を抗�iり健司 iを侃え， Nび

こ卜．をつきF';J；，，うて， t，巳J立を築きあげていることがわかった（抑2 Iii) 0 ニの3' ;J-;の3の｛次世

には礎イi紘き取り火を確認したo ,l'!Hiはみられなかった。'J�I制限li（工別fHIIキU目f"{ iのFγ卜にか

なり111－－、しながらもすべて伐イがしてし、た。 花i,Y.'11＇ ；予， への1を｜徐きほぼ36×36cmの）iJI予の巡

り11：しがある。 すえつけ抗Iiりかたは， 以JfU:Hiiから!;IJ込まれている。 これも-l1Hゴは｛史われて

いなし、。 大半の磁石は傾斜しながら枕ドしたため． 現(I刷、lm ィiをすえる｜捺にれ！併は水平には

つられたことがわかった。

建物は711\J x 411\1， 袋附つきで， Ki行総長26,73 m (90）＇－＇.）， 張f j総長15,60 m (52.5）�）， 

ill!：のll:\4.16m (VJ尺）である。 単位尺は位以奈良火29.?cmである。 れ11:1寸法は袋階の11\1 6.25

jミ， 正百1jrj:i央311\Iは12.5）辻， その他は10尺である。舵石j也桜｝＇Viの有無及び形状から， 身合の

511\J × 21日lは正而中央311\Jと'1--'fffli•I•央11::1が日：で， その他は出でJ!ttわれてい た と推定でき

る。 側主l筋は開け放ちであったと思われる。設i潜では背f(ij•二I－•央 51::1の磁石に地m陀があり，

•I I央 1IUH土その幅が広くて訴にl， 同j協各211\Jは控と考えられる。

附段は，.iE耐ではrjc1央及び21::1おいて京と四に計3侶i所， 京西両側而と背而では， rj1j.とに

1何）"!Ji'. tpj,\ 111\J分のものが設けられていたことが，Jil存するj也盟石により判ゆlした。したが

って1,t,j(l[IH71jではホの 1. 10の災｜借れが階段の中心t�iU－.にくることになる。i!，�Mまわりには，

恥，＼75cmの三I;:行政の犬走りがあり， さらにtpf,f45Cmのm務怖がめぐらされている。 これらは背而

によく伐｛（しているが，rill修された部分も�l、o i\�i-JJ'U t京市｜机が Ji;lもfl＼＇；く， 京に延長してい
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るので， 雨水は京市i回廊雨税制に流入するものとtmJEされた。

次に語lj姐！？炎の遺構の変遷について述べる。正而の四階段i干IIには石賀の果．なるm品岩はめ石

を， 東階段部には凝灰岩はめ石をよこにしたものを検11\したが， L、ずれの上部にも焼け痕が

あったので， 京とj1(jの階段はワ：禄元年(1528）の火災以前にJi�り｜徐かれていたことが あきら

かとなった。 又現｜句作礎石の目下に，それぞれIIW•JH略行（イ通りを発見した。 それらはrj

111：の瓦を多：，：：に合む， ，WJ'i-，＇.をー、I':ばまでうめたJ也総J－.にすえられており， その」て；：，；11に坑イ：！円が

街着するので， l三1，決511日分に�王様火災以前から現：状と同焼悦の，，，J拘tがあったことがわかる。

IE而両！協階段の廃止は， この向手1・の設置にl品l.i!liするものであろう。 はめ石上而前向には， 半

n:1ri:1隔で師18cm， 深さ15cmの欠き込みがあり， 向鮮の叡太イ士口とJ!UJ!IJされた。 その部分には

焼損の痕がないので， 火災後の向拘4は板張。りの床で鉾台のようになっていたとHi：祭・される。

なお現向停にはJ:I永の鑑古があり ， ミ{jijj：記古記録によると安永年1::1にも大修理をうけている。

また文化4年の記録にはれ数70本余とあり， ニ の3， ホの3わ礎石はその後に紋きl[,Zられた

ことになる。 食堂:J1\;Jfiはこのように後｜止手を加えられているとはいえ， 合｜！立以うKの礎石， は

め石 ， 地置Z二i, ＊石を用いない言1し、形式のl主出；行的手をよく伝えている。

遺物 造物には瓦， 土日＊， 金1・1製品のほかに位漆仏の破)lー などがある。 瓦は本薬師寺11：ご卜

のものと同犯のものも少数あるが， その大部分は鎌tr時代以降のものであるo •li.F丸刈では述

筆文・巴文をもつもの，qq::;y瓦ではj査車：文・剣町l文をもつものなどがある。 ほかに地1・じゃμ

会などがある。 士協は土師質の小?_II）灯明IULが大部分を占め， 瓦if.｛も少I,\:11 ＼ 土している。 銅製

品では， ブj形（15×l4cm）およひ
＇

l'J形（lOcm）をなす二種の木口：WfHliJ-IJの透彫りした金具があ

る。 方形 の金具は前回の調子fの｜探， 講 ＇i\i；東北l�J＼で川二｜二したものと同Jf妥同大のものである。l'J

形の念具は災附の霊木先j刊のものであろう。 また『I•心と周縁に3fl附の釘火とみられる小Jしを

穿った円形銅版（任8.5cm）が2例ある。 ほかに葡到底苧：文のfHli金；；，Q- (4.4×4.5cm）や法弁を毛

彫りし， さらにいわゆる火灼をもあらわしたナスビ形 の鈴などがII＼七している（第3凶）。

貨幣としてIJM元通宝， 大観通宝， 大中通宝， 間�元宝 ， 元立通宝， 皇宋j函宝，1:I永j函ヨ？：，

文久永宝などがある。 大観通宝(1107鋳造）は， 法的の背而西寄りで， 位漆仏政Jl·などを合

第3同 ftli金具（左） 鈴（右）

- �，1 一

むj天褐色�kl:巾から多数まとまっ

て出土した。 吃漆仏の（iJ)i)l－ ，ま， 表

而に金箔が成り， 前回も少：h',:11:\土

しているが， 今l亙l ， 悲J立背而の階

段付近からガラス製小玉CH· 1/i 

. r，品色など）とともに多i止に11\士

した。

(J餅JJ；（武二）



匹i I盗寺跡の発」Jiil ,v,'J 1i: 

平城宮跡発繍調査部

jly隆寺は，称徳天皇御胤の s，としてfllli護J;u;1,,.1111にが以点1条2 J)j 9 ・10・15・16のJ;，ドに

造計された。しかし，y:'.ti.: llli'( ＼；：に入りしだいに以j且して1!.!i大寺にm倣さJ L，、jl.'.J久：：；；！く頃までに伽

慌j也は印刷と化し此廃している。伽 ＼¥.i配位については，1Jy大.＇HI：古般地図にみえ， 4 つの上I<

の1 I 1火・に「企堂J, 10のJ:fに「JJ.U. 10のJ:fと15の上，，との， 1,i::1に「耐火｜ ” l」がWiかれている。

この配置のよ＇£ft）についてはなお倹汁すべき川題もあるが，調子tあり民よりみてほぼ;t（りのない

ものと考えられる。

;;.'J＇岐にあたる近畿l l本鉄道1Jy大寺駅北仁l 川辺は，近lllj：ショ γ ピング七ンタ ー や銀行の進Ill

が相次ぎ，IJfl先による般rJむか；�1.ilifこ．おこなわれつつある。平以山跡発」｝，1！調子l:i�l(:t, 197111三位

におこなわれた点！ ”i跡の調布にひき就き ， イメイHえ－も京良県教1t-i?ll会の要請をうけJ.｛＼：跡，金

主断、の先抗l山l,',j抗をおこなった。

3*＼：跡の訓11:は1971壬1 ・· 7) J 7 11から 7)) 291 1まで実絡し 6.3 a七fな吹跡（i 1971iJ 己l2J-J 1011 

から1972イド 2) J 1911にわたり，12 aについて先制をおこなった。

塔跡 J），＼：跡S 8050は先4},1!1)(1 j.1火凶’ゐ〈りにあり， J占j代抗I！り込みj也J佐が検ii＼できた。抗tiり

込みj也;t ，ム 一辺約 6 mのほぼ）j形で，IY」iL.1と.Itillに（11＇（かな’1Wl＼しがある。採さは現状で約

0.7m, Ji、n加には砂· HiJ二・花n· ・ノにni�の僚などを出えてb'iみ上げた数Wiがみられた。 以Jfi

化紛｜！は全く伐｛（していなL、。

i芥跡のTfj約7 mの位iWニ制約0.7mのよll1Jy 1,1·; S D 062がある。桝の！Yiには，部分（l'-Hニh'O:k..色

料白｜二の ，：
＇
：jまりがあり，このi,l'jを北1,j,j／；制，l'jcとする点1Jy築地の ｛（イピも)5·えられる。

ill物S B 0401 ;t, J）.＇；：跡の北にあり，付if j· 4 1111以七 後r i' 3 HH以」：の

バi凶�，！！で，南1fliにJtli制した辿物である。この辿物は応よりも古い こ

i:iDI刈 J.M�かj立｜持ソJil[IJl::<J

とが釘｜らJ Lた。

先制，）（：， ，.，火点端にある井戸S E060は，Kil'IJf手の抗1！りかたで泌さ2 .4 

mある。）j:戸仲LJ:. .itE阪2 f:ll:おlで 4段のhVi桟で支えられている。;Jj:Ji JJサ

；%から奈良時代初JUIの航胤が111土している。f川出1x1係から扶t!S，：村：.ill物

と｜白J-ll!i'JりJであゐう。乙のJl:fiの11tJにl'IJf�抗tiりかたをもっ井戸がある。

泌さ約1 mをはかり，氏品，，，，火に�t#iを組んだJI：戸仲が成っていた。

先制｜メ：：｜ヒ阿部に 2�食のi1Ytがある。蛇行する11YiS 0044には， 少l、生式

l:il:i, i!，・J-Jtll�dl:: 1-.Miil:i. Nt:斬1iJi· Z° f
l
':う。処の子に1111がる（1ヰS 0045は，

tiiiれの術ι切り込まJL, ）じに-;t-,1Jtll!i'(にの1,1·，である。

J）.＇；；跡の抗tiり込みj也':t：にJOUして， ＇ ， l、ニ｜：蛾3 ；／ι 新しし 、 土級l l，むがあ

る。先制｜式：雨
、
j：.の打叩JJ�.:Iニ抜からは，古Jft11!r代の土印Ii；誌がII\七した。

山I· . .1立物には，二｜二日位以の他に九lj.仏・！ii【ィi·h，があるo 1llF丸j,{,(i17)\ 
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あり61 27�［�式が多く， 』H平］［，

はl 点も山土していなし、。

金堂跡 調査によって検

一掘立柱建物5椀i，井戸4悲，

f,lj. 5条， 道路1条， 池などが

ある。 西隆寺金堂S BlOOは，

j末土直下に認められ， 後｜止の

削平で自主国土を5たっ てい た

Zl'; 2図 金堂跡j立構尖iJ!IJ l羽 が， 凝灰岩石芦ljおよび糾状の

抜きとりiJ追跡ーからf:IJ:illllJyの法出規肢を知ることができた。 この凝灰岩石列は＇ �J;出来Iね
・
l�J.\と

凶辺miに比較的良く主主っており， 11同0.6m, rtさO.lmの滞状侃りかたの，－ 1－·に肘えられてい

た。 焼以岩石列は， 一石のjをさ97cm， 帆27cm1)1j後をはかり，；／J;凶j也極右と考えられる。 企�t

；／；�J-t;汎 I， 京四38.15m (127尺） , TY4-lt23.60m (79尺） をはかる。 正1(1iに1p11i15.9m， 背1(1iに1);,\

7.6111の｜階段がつき階段のlHは共にl.5mである。 なお京1!..liOt1J1fJiの階段のイヲ！日〔については｛化出

できなかった。 法出2結成に｜探して抗Iiり込みJ也決はおこなわれていなし、。 基J丘外ブjには， 別＠i

な1・日結構Lt認められず， バ ラスやJUJxffliがj）ムがっていた。 金堂ill物については， 階段m悦や

弘出劇院などから 7 IHJ×4 IMJの辿物で，lfr'fi·31 .5 m (105尺）， 柴行16.Sm (56尺）と1U!Jttでき

ょう。

；限定， 中l”J, J11J廊を検Illすべく， トレンチを3 か所設;.Eした。 講＇.£！，： I、 レンチ： ：！：， 金 ’；；tオtfJllJ

24mの位世に設定したが泣桃 は認められず， 誹立は吏に北方の民家の下に平f直之I..:する ようであ

る。 中！”j卜レンチ は， 金主南OllJ30111の位置に設定した。 トレンチ南端部で径l.7m， 深さ0. 4

mの桁円形掘りかたを検出したが， 中門を示す顕苫： t.r.迫Wt はみられなかったの 問Jl!iiトレンチ

は金主東ノ＇.i22mまでや11ばしたが， 巨lli'!Bは認められず， 大小のピットを検II：し たにとどまっ

た。 このうちトレンチ中央北端の径4.5mの土扱S K070には， J.［，が多数投奈されていた。

fliil監さずl'金堂の下には，j告日以ilii～奈良時代前半のj立構が多数千f：在する。 辿桃に は， 道路，

i1背， 掘立れ建物， チ｜二戸， 池などがある。

fc抗iilf�:i I 19とには凶側を'(II｛：：で、j)()hjされた1vdtにノ在るJLi路S X 105がある。路1(1j申；，＼（上5 m ··_!,Ji 

fill］に耐凶9111 ( S D 095 A), 1llj OlllにO.?m (S DllOA）の側榔をもっ。 後に似l 桝は必（ll1J2.5m

( S D095 B), 1Jlj (l!IJ3. Om ( S DllO B）に耐をj広げている。

道路の東西を回する築地の痕跡は検IL:できず， その位！u＇.には井戸や主主火がみられた。

この道路の中iJqJi線は， 間隆寺金2在中前！制と一致し， i温

;;( 1条2坊1 0坪と15上Fの1::1をj叫る小『おとヨ杉えることはできる。 しβ‘し｛山ゴjにl主このH主A.：に子i 
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k的な巧えプjもある。 道路の I I 111f1hKJitと 、11·城山朱雀門，if日h紛！との別清！』は939.6 5

m (3100 .845現尺）をはかり ，小路と考えると，朱雀l"Iからの:11!'.i.EWl 1自If:は3140

尺となる。 したがって， 治活尺は111 1尺1パに対して0. 98753）てとなって，

これは通 ’'li1•考える造也・尺よりも大きく， 一概に検II＼した道路を小路とがとす

ることはできないとする考－え方である。 今この辺路が小路なのか有かにつ

いては辿ltJiでーきず吏に今後の検，i、Iが必要で・ある。

建物は5倒｛ありすべて掘立れill物である。 道路の東側にはjj ：戸型産と思

われる1 1:u×1 i:\I (Vim×2.4 m）の建物 S 8085 とその北）jに21:\Ix 1 IHI 

(5.lm×3.0 m) .ill物ブj 1;,Jが真北に対し刊に振れたill物S 81 50がある。 ま

た道路の1lli O!IJには 3相Uの辿物がある。 j此も南の京PYtWSB 120 が大きく，

21::1×4 WI (5.1111×8.4111）の規肢をもっ。 この .ill物の 北には， 2 ！：＼］×3 

11\I (3 .9m×4. 5m）の京i&m!SB 125があり， ネi：穴の •F:rUから1)[j者よりも �r

しいことが女IIられた。j草間凶（Jlll併がj副長されるに伴って脱棋を小さくして

土llてかえられたものであろう。 この建物の北fllllにはill物）jl旬を真北に刈し
�n ，刈 木 jflj

(I : 2) 

京に振った211\lx 31:\I (1.sm×3.9m）の.ill物SB 135がある。 その他， 大小の火が畑、数にイ（

花しfιが， ill物にはまとまらなかった。

発侃｜ヌ.，1，火にほぼ米両に－yljにならんで·4立のJITiを検II＼した。l1lも京にあるJl:1 i S £07 

5は ，il!JJi·f.-F
・
にあるため抗Iiりかた上町iを検川したにとど まり，他の 3 ),t;を令：抑した。 米のJI··戸

S E080は，任2. 8111の川形抗Jlりかたをもら，｜付;:;-i；に償制lのJl:J"i仲2 J交が残っていた。遺物は本

n1f 1 ,1,'.i:とごし烈・オく総がll\-Lした。オミ1ffiなど のi立4勿からみてi141:1王子I＇；告何ll�i＇ーにl1ilめらj Lたもので

ある。，1，火のチ｜：戸S £090は，すでに枠木を抜き取られ，抜き火から｜二日誌 ・ 木保がll \ I二した。

天王｜ιゴr-1:nに北Hめられたものである。 凶の;JI：戸S E 130は， 一辺2.2111のl�J!J丸ブj形の抗日りかたで

泌さ2 111あるo チI：戸枠は横おlで6段分が残り， 作＋！ii
ー
のおlみ力は仕口を粍吹きにした特訳．なも

のである。17-HHIからは�（恐慌大型や井戸のつるベに） fl l 、 た二u：町！日待望Eなどが11\:1ょした。 こ れら

から埋められたiiJi,JVJは天王V·末年頃と推定できる。この:II二戸の水は，jJr.j)jにある池に流れこむ。

池S Gl40は，南北9m，東1&3.5111以上， 深さ0. 3111あって， 岡
、
｜モllllは先侃｜天外にJ仏がるo

i也の水は， 池京1有Fil；からw』を通り小路凶fllil併に流，／LIL\る。i,Yfと京1JYl'見U.li物とはE肢があり，

i,l't-のプjが%Jrしし、。

i立物には， 本flli・1‘L ・ 卜日日・本山がある。 木ifi'i ( .t' 1点のみで「yi'{t lfl; ，＇’ l f.Jr\仁二 Jと読

める。•F.U山よ52点ある 0 1 li.FJLJ.i.:U. l 7/i.あって6235形式が多く， 1lil： ヂ）-L( .t33点で6 761, 6 775Jf* 

式が多L、O l、ず)L も奈以ll!j,代後 、
I
＇
：の］｛， である。 他に鬼］.（，が2 ／.�ある0 ・ ！日；＋は発侃lズ全域から

出土するが，Wtにft'{;, ;)j:pからのIIヒ｜二が多し、。ll�i'JDI的にはl山
・
隆寺）J.i引’以1][jの奈氏il�i'代前半の

土保が多く， 凶｜箆寺以降のものは少なL、。 木慌には附， i'lllりかけ（恋fl!＼）なとが:JI二戸内部か

ら川ニ｜：している O (11!1ニ；f!J Jii.,J IJfJ JIJ、がある。 (,'.I.＼附jl'()
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明日香村農浦｜娃道文様石の調査
平城宮跡発銀調査部

奈良県高市郡明日香村盟対i字金1,1；にある通称金主l Iiの地下に，11を .r.J 川から和田池に引水す

るための隠道ーが侃盤されている。 この隆道の石tnに特殊な文係を刻んだ石が｛史われているこ

とは，すでに石田茂作氏などにより紹介されているが，その内容はきわめて間市であり，文

係石発見のH寺WJや状況，隆道に｛史われた鮮がよ，その位置などについては何ら触れられていな

L、。 ただその文隊石が向原寺境内に現存する文様石とともに，明｜司香村大字飛f-J'.:'fニ石布Ji Lil土

の須弥山像の石彫手法にiiiずるということで，それとの関連で・触れられており，今日では一

般に飛鳥ll�i＇ 代のものと考えられている。！It山・j能原宮跡調究室では，Jlt山地方の泣跡・造物

の調査のー JJ.1として，｜控迫と文悌石の調査をおこない， 隆道の構築に以lして文i以上でタIIり何

たことがあるのでここに紹介し，合わせて：：CjlJJ氏の文保石に｜却する報告のMi足としたし、。

向）Jr（弓，；のT1すには，－JH堅1c：からつづく比よ
目

：il2～13mの低い丘陵が北にのびている。｜控J!lはこ

の丘陵の，現在f!!i念寺の｛立，u：する通体金堂山のj也下を，丘陵を及U＆にj
’
tJ凶して抗tl撃されてい

る。！窓辺の脱悦は，111/,i約0.6m，山さ約l .4111で， 長さはおよそlOOmに達する。 fJll出Eには4

～5段に石を杭み，天:JJ
：
・には一枚石を波して桃築している。

この｜控道については，これまで航村氏が帯主で、あったll!j,代に桃築されたものと決然と考え

られていたのみで，確たる記録が明示されたこともなかった。 今！日｜淵交のがi民，；＇.＇.；:111i在｛ニヒの

告IJUi市民｝？川：kの「和Ill t也之；氾J （写）とj叫する文；I fにより，｜控j益構築の経i1iiやi:j:ニ代などにIJ:.J

i.1HI説 文 Hi :(j Hi ;;!; (I: 15) 

- ,1s → 



ﾘ j l - l 香村避浦| 魅道文様石の洲査

して以下に記すような層’ j i : 実が判りj したので紹介したい。

本文醤は，明沿3 4年１月に記されたものを，３か川後の同年４ﾉ j に, １$写したもので，Ｉ隅３２

c m，長さ1 4 0 c mの和紙２枚に蝋‘ I 湾されている。その内容は，明治3 4 年にかつての商取藩１４

代蘇主植村家壷が先祖の功績を記したものであるが，それによれば，「得七' 1 t 祁泰祥院悠之

延宝八年庚申卜地干避浦村始作池以蓄水天和元年辛I ﾉ Ⅷﾉ ﾘ ﾉ j 工竣面i 1 i 五丁･ 余歩名1 - 1和I 1 j 池

（i l l 略）九世租正善院尚憂水利未全正徳四年甲午再起工定水面一万歩築堰於飛鳥川迦溝渠贈

堤防」とあり，天和元年（1 6 8 1 ）に泰祥院（第２代藩主家貞）が現在幾浦' す提にある和ⅡI 池を

造ったことが知れる。「築堰於飛鳥川通溝渠云々」とあるのは，現在廿樫[ f の麓を流れ，磯

浦部落を抜ける用水路を指すのであろう。続いて「十二1 1 1 : 諦観院安永四年乙未又愛溝渠迂' ' ' １

水利ｲ < 便乃盤随道於金堂山蒋干間令近水源水利益便」とあり，安永４年（1 7 7 5 ）諦観院（節

７代家久）の時に隆道が職築されたことがわかる。しかし築造工聯の‘ 模様や，文様石に関し

ては一切触れられていない。

今同，およそ1 0 0 ｍにおよぶ| 魅道のｲ i 組に用いられているｲ 了材をすべてI 淵侭した結果, 以「

に記すように３か所で文様打を確認した｡ 布1 1 1 氏の縦告では４個とされているが, かつて| 睦道

の文様石が抜かれたという風聞もあるので，未確脇のものはそれにあたるのかもしれない。

（l ) は入口から8. 2ｍ奥の天井1: i にゑら, l Lるもの。塊: ( l §蝿ＩｌＩしている約0. 55ｍ×0. 6ｍの範|川

に文様が認められる。

（2) は入' 二1より14 . 6ｍ奥の左側雌岐~ﾄ ﾞ段の石に染ら, |しるもの。蚊大維0. 85ｍ，蚊大尚0. 5m

l I j [ さ0 . 1 5 ｍの，不整形に割った板状１．i の隅の部分にわずかに文様が認められる。

（3 ) は入口より22 . 5ｍ奥の左側壁ドから２段日の石にゑられるもの。腿従0 . 7 5 , , 1 1 . j さ０．３５

ｍの不整平行四辺形の，現螺出面一面に文様がある。三辺はいずれも割り面であるが，一辺

は加工面であり，文様がこの部分にもおよんでいる。

（4 ) は向原寺の薬師堂西の庭内にあるイi にみられるもの。この文様滴の発兇場所や時期，現

位侭に置かれた経緯などは一切詳らかでない｡ 三側面をＷＩ: 1 に加工した| 隅0 . 8 ｍ，厚さ0 . 3 5 ｍ

の羽の上面に，ｌ陥約0 . 4 5 ｍ，優さ約0 . 7 ｍの範州に文様が彫られている。文様の一部は二側面

にもおよび短側面の一方には仕I - I と思われる切り込象が造り出されている。

これらの文様石は，いずれも平坦に川~l 皇した化樹料の石而に､ | 島肉彫りにより文様を表現し

ているが，何を表現したもので，どういう性格のものかは断片的なこれらの資料だけからは

読染とることは' 1 l 来ない。また，これらは江いに接合する部分も典ら, |しないので，｜l 1 - l l I 1 i l 体

力､ 存かも不ﾘ j である。

以上，縫道および文様‘ L i の洲f f 結果を記したが，文様禰に関しては従来以上には新しい知

兇は得られなかった。ただ，ここにとりあげたのは，隆道内で文様面が螺川しているものに

限られているので，随道内にはまだ伺賊がある可能性は．| ･ 分ある。現存する商取城の布埴と

ともに災に I 凋査を兎ねる必要があろう。（安述厚三）
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伯祥国分寺・刷分尼寺跡の発掘調査
平城宮跡発掘調査部

鳥取県倉吉市にある伯群国分寺跡ば，鳥取県教育委員会と倉吉市教育委貝会が国庫補助金

による継続ﾂi:業として昭和45年から発掘I淵在を実施しており，これまでの洲査で塔．金堂．

講懲などの難聴を確認し，主要伽鮭はほぼ180ｍ四方の寺地の西寄り三分の一の線上に配置

されていることがわかっているｏ本年度は国分寺の残余の部分と|玉|分尼寺のI淵査をあわせた

館３次調査を11月１１~1～12月1911にわたって実施した。宮沢．佐藤．天田が参加した。

国分寺はI|,iIiIlとＩ１ＴＩ廊の一部，識堂北方地区，金錐西辺部，寺地のIﾉLi方の土塁と空濠につい

て調査した。西方土塁と空濠が推定どおりに寺のiﾉLiを限る施設であることを認めたほかはい

ずれも調査した範州では後|此の撹乱が苫しく，遺概の検出はできなかった。

国分尼寺については，天暦２年（948）に同分寺から発した火災で北接する尼寺が頬焼した

（統左丞抄）ことから，榊.群と尼寺が隣接してあったといわれていた。しかし‐帯については

特に寺跡をうかがうような形跡もなく，尼寺の様ｒは全くルうかっていなかったｏそこで今回

は国分寺の北東ﾉﾉにおいて尼寺のｲf在を確かめるための柵在をおこなった。その結果南'111.

束門･介川i建物･ﾉビ坊ふうの進物などの州I泣柱建物辿椛のほかに，寺域を画する|:''1列．満を険

||}し，寺地の規模もほぼIJlらかにすることができた。南1111と束lIijは同規模であり，正面１iiIl

（柱間16尺）側面２１M1（剛川５尺）のＩﾉﾘ脚'''1である。尼坊とする建物は寺地の''1央Iﾉﾘ寄りに２

棟あり，うち１棟は５×２間（桁行10尺・梁行８尺）の東Iﾉ陳で，東側に接してある１棟もほ

ぼ同規模と思われる。倉雌建物は西南隅近くにあり，－部確認のものを含めて４棟ある。う

ち１棟は２×３間（桁行梁行とも５尺）の総柱の建物で，他の３棟は２×２間（桁行10尺．梁行

館１凶仙蒋Ｍ分尼寺跡遺柵略脳

－５０－

８尺）である。寺域を限る溝（幅1.5ｍ

．深さ0.7ｍ）と柵列（柱間10尺）は東．

西・南の各辺について,検出しており，

東西の溝間距離が149.8ｍあるところ

から寺地は500尺IjILl〃であったとおも

われる。なお，このほか{こ尼寺以前の

辿榊として古城時代化居跡１がある。

今'111の,洲.在では主要伽職をIﾘ,からに

するまでに領らなかったが，ノピキが仙

寺の束北方に66ｍ（220尺）を陥て上あ

る小尖を両.､ｉｆの寺域の関係においてと

らえることができたのは大きな成果で

あった。（佐藤典淵）



そ　の　隹　の　訓査
平城宮跡発掘調査部

1，遺　跡　の　調　査
穴田遺跡（富山県東砺波鄙井波町）　　富山県教育委員

会による発掘調査。 1971年４～５月。狩野・阿部・小
笠原が参加した。奈良～平安時代初期の荘|ぷ|関ぽ建物
跡の調査をおこなった。阿部義平「穴Ⅲ巡跡」（「日本
歴史」1971年訂」り）参照。
伊場遺跡（浜松市伊場）　　浜松巾教育委員会による
調在。1971年４月以陶随時。狩野・佃が参加Ｌた。出
土木簡の釈読および写真撮影をおこなった。浜松市遺
跡調査会『伊場遺跡出土文字集成』(1971年12月）参照。　　第１図　安芸同見廃寺川上軒丸瓦

篠尾廃寺（福
＃il山1羽町）　Ｍ井県教青委れ会による発槻調’配］971*1--7 J J

 沢村が参加指
導した。従来から知られていた心礎を中心に力】2mの琳上壇を倹出した。

飛鳥寺北方（余良県鳥巾部即1占村）　飛鳥･藤原宮跡調査室が実施
。1972印･8JL家阯圻築

に伴う事前調査。後|止の攪乱のため，飛鳥・余良時代の遺構は倹出できなかった。

横
見廃寺（広島県剽ll郡木郷IID　　広島県教竹委Ｈ会による発掘馴査。 1971年８月一目月。

松
下が参加した。大和･|||田寺式iii,弁軒丸瓦および法隆寺若草伽藍跡類似のバル.ｘﾂﾄ文軒九

瓦を川土する奈良前川の寺跡
。建物基壇および築地痕跡を検出した。広島県教育委員会『安

芸横見廃寺の調査』1 (1972年３月）参照。

能登
国分寺跡（七尾市国分町・古府町）　　七足市教育委八会による発掘調査。　1971年9～10

月。坪井りII] ・ 村上・黒崎が参加した。金堂跡・塔跡の検出による餬|藍配置と南而築」也険出
による寺域の確認をおこなったｃ七尾市教育委八会『史跡能登岡分寺跡一第２次調轟慨蛾』
(1972年３月）参照。
じょうべのま遺跡（富山県新川郡入善|叮）　　富山
県教育委Ｈ会による発掘調査。1971年10～ｎ月。
叫朿り||| ･ 鳥島・岡本・山中が参加した。平安時
代前期の荘園関係建物部の発掘をおこな,Jた｡富

山県教介委叭会「じょうべのま遺跡発掘,洲血慨報」
(1972年３月）参照，
一乗谷朝倉館跡（欄井市足羽町）　　?I･,り|こ県教育委

員会による発掘調査。1971年11月。牛川・宮本が
参加した。1陌泪土塁一帯の発掘により南門・北門　　　　　第21ヽべ|　じようべのま遺跡

－5卜一



余良国立文化財研究所年報

・西南隅櫓等を確認した。
大宰府都府楼跡（福岡県筑紫郡大宰府町）　福岡県教育委員会による発掘調査。1971年11月。

坪井・沢村・田中が指導助言した。
森の宮西遺跡（大阪市東区霖の宮西の町）　阪神高速道路公団による発掘1凋査。1971年12月。

沢村が指導した。桃山～江戸初期の石垣を検出した。
阿波国分尼寺跡（徳島県名西郡石井町）　徳島県教育委員会・石井町教育委員会による発掘

調衣。1971年11～12月。沢村・田辺が参加した。築地，溝，北門跡を検出し方１町半の寺域
を確認したＣ徳島県教育委貝会『阿波国分尼寺跡第２次調査概報』(1972年３月）ね照。
平城京北京極大路地域（余良市唯紀町）　平城宮跡発掘調査部第76次発掘として実施。1972

年１月。平城京北京極大路および右京１条２坊１の坪と８の坪の境をなす小路の調査をおこ
なったが，条坊に関する遺構は削平で認められず，古墳時代の満・竪穴等を検出した。土器
片・埴輪片とともに車輪石片も出土している。古墳時代の集落跡の存在も予想された。
西隆寺跡（奈良il滷大寺町）　奈良県教育委員会による発掘調査。平城宮跡発掘,凋支部が担

当した。 1972年２～３Ｊ」。すでに実施した東門・塔・金堂にひき続き，南面回廊跡・築地基
|氏部および瓦溜を倹出した。
平城京羅城門跡（大和郡山Ili覘II?寺111D　　人和郡山市教育委員会および余良国立文化財研究

所による発掘調査。1972年２～４月。1969 ・ 1970年にひき続き，新たに門基壇北西部および
朱雀人路西側溝などを険出した。
鳥羽離宮跡（京朏|収見|£竹111）　京邪市教育委八会による発掘,洲轟。1972年３～４月。牛

川り尹東り11・藤原・川中・黒崎が実詢』等を指導した。市述逃成工小にともなう庭園跡の調
査で，池護岸および船着場を険出した。

周防鋳銭司遺跡（1.11口市鋳銭司）　山
口県および山|コ市教育委貞会による発掘調査。1972年

３～４月
。沢村・III」’111 ・ 小笠原・宮本（長）が参加した。遺跡の範|川確認の調査をおこない，

方２町であることが明らかになった。

2，遺　物　の　調査

第３図　奈良Ilj発見御物石器

奈良市発見の御物石器　　
この資料は，奈良市大

霖町277冊地の大森池の北側で発見された。道

路側満改修TI
こ事中に川中茂鳥氏によって採集さ

れたものである。他の遺物は発見されておらず，
縄文時代の辿跡かどうかわからない。長さ34.2

cm ・ 幅12cm ・ 厚さ7.5cm ・ 重さ4.32kg ・ 破質砂岩製。石川県比良遺跡・富山県中川遺跡出土
のものに類似する。御物石器は飛騨を中心として限られた分布範囲を示し，縄文時代皎・晩
期の所産といわれている。発見例は70か所を越えるが，発棚による資料は石川県御羅塚遺跡
１例のみである。いままでは滋賀県杉沢遺跡がその西限として知られていた。奈良県より川
土したことが認められるならば，分布圈が広がることになり出目されよう。

－52－
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その他の訓査

第41可水木家所成兀拓影および実洲図

水木家所蔵の古瓦　　考古第３調査室では，昭和46年度研究洲査の一環として，水木直前氏

（大和郡山市）
の御厚意により，水木要太郎氏収集の軒瓦煩を調査する鴎会を得た。氏の長

年にわたる収集資料は,膨大な量であり,研究上貴岷なものが数多く含まれている
。ここにそ

の一部を紹介して調査の簡単な報告としたい。
収蔵されている瓦順は，大部分が大和の主要寺院跡から出土したもので，総数470点にの

ぼる。軒瓦は，飛鳥時代から近|!!:に至る各種類を介むが，大` |をは平安時代までのもので占め
ら,ねている。軒丸瓦は185,'A＼　軒平瓦は216点ある。他に坊仏，瓦維煩があり，伽鮮の瓦も
約40点ある。ここでは，そのうちの完形資料を数点えらんで紹介する。

青
木干坊川土と注記されているひと組みの軒瓦（１・２）は，いずれも従来僑本廃寺，膏

木廃寺跡111土瓦として知られているものである。軒jL九は線鋸歯文縁複弁５弁で，鋸歯文の
間に「大工和仁部貞行」と陽刻されているＯ　これと同種類のもので，文字の全くないもの
と，さらに「口口秦」と読める３文字を1’大工」の前に陽刻したものなどもあり注［|され

る
。軒平瓦は３重圏線で闘んだ内区に逐字で「延喜六年造檀越高階茂生」の陽刻がある。

山田寺出土の小形軒丸瓦（3）は，同寺出上のものとしては珍しく，川縁が欠けているため正
確な面径はわからないが，約13.5c・である。文様は大形の軒丸瓦とほとんど同様の構成であ
るが，蓮子の数に相違がみられる。
他に大官大寺のひと糾み（４・５）も完形資料として此重なものである。

（IH辺征矢）
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遺 跡 ・ 遺 物 の 保 存（2）
平 城宮 跡 発掘 調査 部

保存修復　　 平 城宮 跡 出 上 の 木製 造 物 ， 土 製造 物， 金 属 製 造 物 等 をは じ め ， 外 部 調 触 訓t

う遺 跡 ・ 造 物 の 保 存処 川 を 実 施 し た。 以 下， そ の主 な物 件で あ る。 げ 城寓跡 第73次 光掘地|ぺ

の術石の強化処理， 和獣山県井辺遺跡出土の木製造物20余点の凍結乾嬬 二よる保仔処理， 難波宮 跡 出土

の木mjのfMf 処理， 加賀II卮 皇山隅穴群の 合成闘 咄こよる崩壊防||戔 理， 刺 介氏 顫 跡 築 地 基 底 部・礎

石・庭石のhlj強 処理，薬師寺金堂礎石保作処理，他)

考古資料の材質研究　　 考 古 資 料 の 材質 分 析が ， そ の 考 古 学的 な 研 究 や 資 料の 保存 を お こな

ううえ で き わ め て 重要 か つ 基 礎的 な 課 題 と な って く る。 そ れ ゆ え ， 保 作汁 冫 で は 次 の よ う な

要 領 で 考 古 資 料 の 自 然 仲冫 的 方 郎 こよる 材 質 分 析を は じめ て い る 。

ａ， 木 材の 化学 分 析　 平 城宮 跡 出 土 の 木 材 につ い て そ の化 学 分析 を 実施 ， 次 の よ うな 分析

結 児を 得 てい る。 ① 出土 木 材 の 含 水率 は， 新 材 の60 ％ 前 後に 対 して120% ～980 ％ に も 及 ぶ。

さ ら;こ同 一地 点 か ら の 出 土 木 材 であ っ て も樹 種 の ち がい で 大 きな 差を 示 す こ とが わ か っ た。

す な わ ら針 葉 樹 の120 ～480 ％に 対 して ， 広 葉 樹 は350 ～980% とな って い る。 ② 木 材 の 主 要 成

分 で あ る セル ロ ー ス 分は ， 元 の10 分 の １以 下 に 減 少 し て い る も のが 多 い。 さ ら に， そ の 減 少

III:は 剣･葉 固 よ り も広 葉 陶 の力 が 多い 。 こ の こ とか ら， 同 一･条 件で 埋 没 して い た 木 材 は 剣･柴 固

よ り も広 柴 崗 の 方 が腐 敗 が 激 し 廴ヽ こ とが わ か る。

ｂ ， 土 器 の 分 析　 平 城 宮 跡 出 土 の土 器にっ い て， そ の 生 産 地 決定 を|｣ 的 と し て お こ な っ た

もの で あ る。 今 川 は ， ず城 宮 跡 出土 の須 恵 器 第I  , II,Ⅲl臼ﾕ 器を 試 料 に 供 し た。 こ れ ら は ，
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第 １ 閥　 一1!i 材 の 閙 微 鏡 写 真 （X 100）
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遺 跡・ 遺 物 の 保存（2）

第

辟

第
　

―

俳

第
　

Ⅲ

即

第２図　土器片の蛍光Ｘ線分析チャート

形態・製作技術などを中心に分類さ扛だものである｡，

第31:4 土 器片顕微鏡写 攻 （×100）

最初の試みとして，比重と右孔度（Ｐｏｍｓi･y）の測定，ｘ線同折，螢光ｘ線分析，顕徴鏡に

よる観察を中心とした。写莫は各部の代表郎 こついての叭1微鏡写真と，螢光ｘ線分沂装置に

よる微昂:元素の分析チャートである。こおらの分析結米が唯産」也決定への打効な要素となる

ことは必至である。さらに，他の分析方法をも加味させて，このよ･バc 形での令国的なll;帯

の分析を続け，そのデーターの収渠・整理をおこなってλ くヽことにする。

ｃ，金屈製遺物の分析　古代金属の製錬法や，その技銜輪人につ1 てヽ の解明を日的として

おこなった。多くの場合，非破壊的方法による分析が要求され，特別な型の螢光ｘ線分析装

置などを利用しなければならない。また，長年月のr.i.上中に埋没していた金屈製遺物は，

その大半がさびてＬまっているので，金属そのものの化学分析には1=11当の難問をかかえるこ

とになる。した力≒ て，分析力法;こついての研究も深められなけ,ればならたい。

考古資料保存法の指導　　 元興寺仏教民fM 豺1 研究所の保r訐1･学活動に対して，その具体的

な指導をおこな似 特に木製造物， 金属製造物のCμf 法については，実地に指導をおこなｰ，

た。また佐賀県立|引勿館，広島大学をはじめとする令岡名･地の関圈 畿関にI対l_ても，鉄製辿

物のf呆俘法につ廴ヽて指導をおこな。た｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （沢Ⅲilﾓ昭）
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巨
同

一乗谷朝倉氏遺跡について補井市足羽町一乗谷にある朝倉氏遺跡の発掘調究と史跡繋術

に当研究所が参画してすでに４年経過したが，その間に同遺跡は特別史跡に賂I さげとなり，

I え域も2 7 8 h q に拡大された。遺跡全体の概略と，現在までおよそ6 , 0 0 0 ㎡におよぶ発掘調在結

果を紹介したｏ年服 1 9 6 9 , 1 9 7 0 参照。（牛川寓幸）

手彫り唐草文瓦について杏葉唐草文とか銀杏唐草文等と呼称され，法隆寺の若草伽薩跡

から出土することで苫名な全パルメット唐草文を手彫りで刻川した軒平瓦の製作は，へうで

下絵を．任意に描き，手彫りしたものと考えられていたが，フリーハンドで下絵を描いたもの

ではなく，切り抜きの型紙状のものを使用して，下絵を柵いたものであることが明らかとな

った。すなわち，７菜の各パルメットの中央部，扇形空間の上部に小孔があり，ピン状のも

ので切り抜き型をとめた痕跡を認めることができる。この切り抜き型の材質については明確

でないが，各パルメットをそれぞれとめていることから染て軟質な皮革等であったことが推

測できるｏこれら手彫り唐草文瓦の製作技法，分類を' ' 1 心に，昭和４３．４４年度若軍伽睦跡ｌＫＩ

営調査の概要と出土軒凡の分類・編年等についてもふれた。（松下正司）

写真測量による遺跡の測定について本研究所では写真測哉の技術を文化財の調在研究に応

用する試みをおこなってきたが，特に妓近は，遺跡の測定にこれを応用する方法の開発研究

を重点的におこなっている。これは従来の実測方法の不倫をおぎなう目的と同時に，近年と

みに端大の傾向にある開発による遺跡の破壊に対処するためでもある。これには様灸な方法

があるが，特に気球により気球塔救川に設計されたステレフ１－カメラを用い，、砿頂に遺跡を雌

影し軸0 ～殆0 という大縮尺の実測図を得る方法が比較的有効である。また，この装置はクレ

ーンによる懸下撮影も7 1 1 能であり，気球の風に弱い欠点をおぎなえる。現在までこのﾉ j 法に

より，平城宮遺構をはじめ難波宮，大宰府，弥生時代化勝跡・群集墓等の撮影図化をおこな

った。他に気球撮影に系るまでの経過および〆他の文化財に応用した例等を紹介したが，こ

れについては年報 1 9 6 4 , 1 9 6 9 参照。（伊東太作）

裁判至要抄について裁判至要抄は鎌倉時代初期に成立した法家の! ¥で，イ: M統法に関する

条項に顛点が置かれている。この相続法について平安時代末期に成立した法曹至要抄との間

には法意に相違が認められる。更にこれを鎌倉幕府制定の御成敗式| ･ I と比較すると，法家の

法意は決して固定されたものでなく，時代によって変化しており，公家法の『| ､ ＩｌＩｔ化の過程を

明かにすることができる。（田中稔）

奈良時代寺院建築の様式について奈良時代の建築は天平末年頃を境として前後の二様式

に区分される。その一番目立つ特色は組物の肘木の長さが前期では長く，のびのびとしてい

るのに，後期は短くなって組物が問い一体的なかたまりに変化することで，前苫の代表が薬

師寺東琳・東大寺法華強，後脅は唐招捉･ ＃金堂・室生､ I # 五電塔などである。この変化は大斗

－５６－
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公開誰淡会要旨

のl 脇に対する肘木長さの比率が肢もよく示し，前者は2 . 4 ～2 . 9 , 後者は2 . 0 前後である。こ

の龍は天平末年にそれまでとは異なる建築様式が中同( 府) から輸入されたのではなく，１１木

のＩ' 1 での変化らしく，東大寺大仏殿の造常で，鯨期間に大述築を作るための大敬生産システ

ムに適合する水割がこの時に生まれたものと考えられる。（鈴木溌肖）

薬師寺金堂本尊の荘厳について「薬師．､ 1 1 § 縁j l 型ｌおよび「七大寺巡礼私記ｌによって，紫師

寺金堂木惇の: ｉ| ; 厳を復原的に考察し，また1 ' １周・朝鮮ならびにわが限l の上代における光背・

台雁などの形式変遷の過程から，薬師寺/ k 暗の場合は飛’ 烏時代以来の伝統的古制を踏襲した

雅身光・堂宇珊裳懸台蝿であることを考I ; I | ；した。そのうち光背の７体化伽説については本文

２ページ参照。（良谷川誠）

地方寺院成立の背景一川原寺式瓦の分布に関述して美濃の古代寺院を特徴づけるものは，

川原寺系の瓦の分布があり, 寺院跡1 4 か所のうち1 1 か所におよんでいる。分布する郡は不破，

大野，席旧，厚見，牟義，各務，可児の各郡である。この分布は』I § 院成立の．州青が大和と密

接に関係することを示す。その契機は壬F l 1 の乱にあると考える。乱で活躍した美濃の地方豪

族は，身毛讃，村国，勝，宮勝氏などで舎人となり禰接大和勢力と結んだ有姓者や帰化人系

氏族である。これら各氏族の本処地である牟義，各務，不破郡に分布する寺院はおそらく乱

に於ける功絞による論功行賞の結果と･ 吟える。一ﾉ j ，寺院の分布しない郡（安八, 本巣, 方県，

加茂，恵那）についてゑるに，これらの郡には大宝戸籍等に散見する国造某，県冒i ﾐ 某などと

いうかっての美濃豪族の後喬の分布が多い点が注' －１される。さらに名代，‐ f 代の存在，建

部，伊福部など部民の分布とも合致しているこれらの郡の嬢族は，かつての職名がウジ箱と

なるような符異な扱いをI l I 央からうけ布姓背として秘められなかった豪族であり，この地域

が早くから，大和勢力のもとにあり旧国造の本拠地が根強く支l I i i d 的に残っているといえる。

7 1 1 1 紀末美波地域では，勝姓などの姓を与えられた一定の地位を得た新勢力に，旧勢力の二

つがあったと考える。寺院の建立は，大和勢力が壬' ' １の乱を背景に成し得たものでありこの

時点で美淡における新旧蕊族の交代があったことが考えられる。（八孜蒋）

唐招提寺金堂本尊の溝造についてこの識波では，昭和4 6 年７月の唐招提寺金堂本尊庶舎那

仏坐像の調査に基き，美術院筏料の内容紹介をかねて，金鴬本尊の木躯，台座，光背の各部

分の構造を説' ﾘ j した。そのうち，特に本服については，現状の内部構造を美術院の資料中の

像底からふた見取図およびその時の堺真をもとに想定閃を伽いて染たところ，脱乾漆丈六坐

像としてその内部の木組の知られている法隆寺西円堂の薬師如来坐像と非常によく似た内部

枇造であることがわかった。ただ，唐招捉寺金堂本尊の場合，像内の内確に沿って組まれた

木枠を，内部で前後左右に支える支えを各段に入れ，’ ' 1 災に地付から頭部まで通ずる心棒を

立てて補強している点が異っている。しかし，服舎那仏は鎌倉時代と江戸時代にかなりの修

理を受けており，この支柱が後補のi l I 能性もあり，後h l i とすれば，ｉﾉ E i l I l 唯の薬師と内部の構

造がほとんど竿しくなる。なお，台雁については，本文６ページ参照。（雌I l l 背山）

－５７－



奈良国立文化財研究所要項

Ｉ研究事業概況

公開講演・現地説明会

1 1 9 7 1年５月291 1節29 I r i I 公開講演会於洲究祁

「一乗谷朝倉氏遺跡について」牛川喜幸。

「手彫り唐草文瓦について」松下正司。

「写真測餓による遺跡の測定について」伊東

太作。

2 1 6 7 1 年1 0 月２日平城宮第２次内裏築地回廊

東南隅( 節7 3 次) 禰査現地説明会、中哲雄。

3 1 9 7 1 年1 1 月６．１３Ｈ第3 0 回公開識淡会

於本所

「裁判至要抄について」I I l 1 l ･ ' 稔。

「薬師寺金堂本尊の荘厳について｣ 長谷川誠。

「奈良時代寺院建築の様式について｣ 鈴木嘉吉。

「地方寺院成立の背景－川原寺式瓦の分布に

関連して－」八捜晋。

「唐招提寺金堂本尊の椴造について」星1 1 1 将

也。（要旨５６．５７ページ）

4 1 9 7 1 年1 2 月1 1 Ｈ薬師寺金堂雑駁発掘調査現

地説明会藤原武二・

5 1 9 7 2 年３ﾉ j l l I l 平城京縦城門跡発掘捌在現

地説明会菅原正明。

外国出張

首里城正殿復原の調査研究ならびにその指導

1 9 7 1年９月1 3日～９月1 8 1~ｌ鈴木嘉吉沖細。

平城宮跡の整備に関する打合せ会議

1 9 7 1 年６月2 2 日於調査部。

平城宮跡調査整備委員会

１総会・発掘調査部会・盤備部会1 9 7 1 年９児

２８日於調査部。

２整備部会1 9 7 2 年３月1 5 1 - 1 於調査部。

普及事業

１平城宮跡盗料館．覆屋特別公開1 9 7 1 年４月

2 9 1 1～５月５１１兄' 学者2 , 6 6 5 f i 。

２平城宮跡資料館・覆屋特別公開1 9 7 1 年1 0 月

2311～11月７１１見学卸1 , 3 2 6名。

３平城宮跡見学荷数

区分世雌｜資料館 ’ 計

1 9 7 1年度｜‘ 1 7 , 9 5 3名2 3 , 7 7 7名’ 7 1 , 7 3 0箱

累計’ 1 5 8 , 2 4 9 詔3 7 , 6 1 3 希’ 1 9 5 , 8 6 2 名

1 9 7 1 年度文部省科学研究費交付金による研究

研究課題｜種類Ｉ担当者ｉ交付金
単位千円

南部諸寺縁起の総合的総合Ａ長谷川誠1 , 3 0 0研究

古代土木建築遺跡の空一般Ａ横山浩一15 , 000搬研究

綱縦麓鯛二綴)黙i i 篭『: : ：
（継続）

総維における地一般ｃ佐原翼６３０
建造物の経年的変形に

蟻雛弓疑圏. 撚晶牛川蔦幸２００
拾芥抄の維礎的研究奨励Ａ東野治之１００

饗撚縦存に関す焚励Ａ沢川正昭’ ２０

懸羅繍皇鰯金繍｜｜: :，
１１図書および資料（1 9 7 1 年度米現祁）

図諜2 3 , 8 6 5 冊写真8 0 , 3 2 2 点

１１１施設（1 9 7 1 年度）

土地8 7 8 , 0 1 6 ㎡（そのうち平城宮跡8 7 1 , 5 6 8 ㎡）

建物 建物ｌ春日野｜平城ｌ藤原 ’ 計

1 ド務所 ’ ７９７

倉庫・収蔵庫’ １９１１２‘ 7 2 8

屯床 ’ ２０１１２８

会談室 ’ ４０
継唯１０９

寧真室８６
涜料館

糧屋・展示Nｉ

その他２０Ｃ

計’ １，４．１３

1, 9‘ １３

1．９３５

５７６

17,3101

7 9 7

2. 91も

１．１Ｆ

4０

1０９

蹄

1, 943

1. 935

3 １０，１，０８６

3 1 0 ９，０６３

－５８－



l l l I 院家建築の研究
１２N巧匠淡阿弥陥仏快慶
l 3 1 1 I 嬢殿造系庭閲の. 立地的考察

洲【線器鏑総緋鳴細蝋
ｌ６Ｉ平城宮発掘調査報告ⅢＩﾉ ｻ喪地域の洲ｊＩ１ｆ
ｌ７１Ｉ平城奮発伽調査報告1 Ｖ１．柵地域の柵賊２
１８１Ｉ小堀遠州の作聯

』: , I 撫蛎とその院家
2 1 冊研究論災１

予算（1 9 7 1 年度）

88, 725千円物|' |: ＹＩｉ２２４, 323Ｔｌ' ］計．313, 048Ｗｌ
研究成果刊行物奈良圃立文化1 1 ｲ 研究所 ' γ : 報

Ⅳ

人件YＩｉ

Ｖ

奈良国立文化財研究所要項
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奈良国立文化財研究所史料

l Ｏｊｌｌｌｌ

３ｊｌｌｌｌ

３月3011

３ｊｌ３１Ｉ

称 川 Ⅷ 咳
ｒｌ年度 箱

仏師巡
修学院
文化史
奈良僻
飛恥寺
中ｌＨ:庭

４猿
川原寺
平城笛
院家建

小|ド

ボ林
瀧野
浅野
熊
坪ﾉト
小林
杉i I I 1
杉l 川
杉Il l l
小林
森
守l l i j
坪井。
i雁木・
雁木・
森
杉Il 11
守' 114

剛
蝋
剛・森
浦・鈴木
浦・杉111
継
清足・鈴
剛・守川
諸三・坪ノ
ャ三・坪ノ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅱ
郡
１
砥
Ⅲ
Ｌ
Ⅸ
Ⅱ
ｒ
Ⅲ
“
Ⅲ
列
一
ワ
ニ

師
輔
輔
節
鮒
第
鋪
鋪
第
節
第
崎
蛎
第
第
第
節
第
節
第
節
第

ｌｌｌｌ仏師迎腿の研究
2 1 1卜修学院離猶の復Ｉｉ〔的研究
３Ｍ文化史論進
. l Ⅲ奈良時代脳" ; の研究
５Ⅲ飛鳥寺発掘I 淵査服( ! 『

識|難聯紬礁
９１１川原寺発掘孤査級僑
１０m平城宮跡・伝飛鳥板蓋‘ 脚跡発伽洲在級( ! 『

杉l l l l l 1r弓・’ ' ' ' ' ' 一邸・Ｉｌｌ１ｌＩ稔蝿・
職Il f
l I亨三，

水酪1Ｉ
公夫.
|: 満足
卜･鈴/｜

･'11｢ｌｉ
ｉ稔．］
i稔･ﾆ」

, ｣1ﾘl : ｉｌＩｆ足・鈴木淵1' 『

ｆ
浜l [ 雌
･鈴木粥･‘
<淵IIf･］：

稔･工藤
二藤･ 沢村
兵藤・沢Ｉ

l [ 雌・杉111二郎
木粥･ ‘ 4f ･ＩⅡ中稔･工藤圭章･ＩＩ１ｌｌｉ豚
‘ I f ･工雌･ l l 1I I I 琢･岡川･端木

７ノｊｌｌｌ

８ｊｊ３１１１

９ｊｉｌＩ１

小林剛
森越
守川公夫
坪井･鈴木蔦Ｉｌｆ･川巾稔･工藤･ I 1 i l l I 琢・岡I 昨狩獅･河原
柾木･坪ル|ⅡI l i 稔･工藤･沢村･ ' １１巾琢･岡I Ⅱ･狩野･河原･珊水
雁木･坪兆l l I I l 1砿･工藤・沢村･l I l I I i 琢・岡l Ⅱ･狩111f ･河原
燕蝋
杉山儒三
守|Ⅱ公夫
0ﾄ藤延ｿ ] ・I I I I l J 稔・長谷川誠・沢I Ⅱ11§昭

名

６ノj l 6I l

6j l 2811

６j l 3011

Ⅵ人事移動

（1971年４月１１１～1972年３j j 3111）
１月１「Ｉ九州大学文学部助教授に転任平' 1 1 斑。

淀術. K 芸研究室長に外圧長谷川誠、
国立国語研究所庶務課課長I l l i 佐に' 脚匠
国井和朗。庶務課課長補佐にj r l L 任寺
尼敏明。庶務課専門貝に外任，庶務課
平城宮跡整備管理係長に併任広瀬二
期。文部技官採川卿1 1 督也･ 藤村糸
・岡本東三・吉、恵二・I l I 中倣史。７１i ：
務補佐貝採j l I l l l I 中みち子・' ' 1川かよ
子。飛鳴藤原憎跡凋査篭主査に圧命
宮沢智士。飛鳥藤原桝跡柵査室に剛股
換え森郁夫・木下正史・稲川孝, 1 ．
飛烏藤原宮跡調恋衆にi 脈柾ｉ凡i 付服・
天、起雄・西弘海。

5ｊ．j l l ~ｌ技能補佐貝採用辰己ﾌ ｧ 伊。
５ｊ1 1 6 ｢ Ｉ研究補佐典採用永卿柵「。

5〃2411

５ノj 2711

６１１１１１

似
、狐 当称年度

那職辰己労i ﾉ ﾄ 。

文部' Ｉｆ務悔採川大西聡。

文化１１量建造物課長にl mi d職換え（ﾉ ﾄ 藤

延ｿ)。

技能補佐典採川刀谷倣博。

』I f 務仙佐典採ﾊ｝森千雌. j 亀。
辞職細井ﾘ , L 教育委典会に就征水1 1 1 ：
和雄。辞職吉、恵美子。

研究Ni 佐貝採朋′ 腐木敬一。
辞職永野温子。

建造物研究室長に配枇換え鈴木孫ｌ１ｆｏ
補佐典採川祇| [ 峠子。
文部技' r I に配|鮒典え飯' ' 111秒｝。
文化庁記念物課にＩｌＩＩｎｊ阿部義平。
辞職黒崎陽ｆ・森千化- r ・・
辞職，稲井ﾘ I L ・朝倉氏遺跡I 淵在研究所
提に就任河原純之。辞職大阪府教
育委曲会に就ｌＥ村上調一・

1 冊南雌阿弥陀仏作樵蝶（泣製）
2 冊西大寺叙尊伝記集成
3 冊仁和寺史料寺誌細1
. 1 冊俊蛎坊飛源史料果成

川沢ｊＩＩ
小林｜剛l l
I l l I l 1徳
小林剛
Il Ii l I稔・
l l I l l i稔・
坪ル守１１
ｳⅡ藤催‘
l I I I l I稔.

11淵纏
隙顎
昭41第５
昭42節６
昭4 4 節5

11N‘ １５節７

I l l l l ' 琢・狩野・原・棚1 1拓ゾﾐ ・鬼頭・加藤催
狩野．! ﾉ ' 1膝似
1. 1111|' 稔･I l l I l 1啄･狩野･原･間１１妬ｿﾐ･工楽・鬼頭
岩木
I j I I 藤催・ﾉk野温子

5 冊平城惚木簡１
６冊仁和寺史料寺誌綿２
５冊平城欝木簡ｌ解説（別冊）

Ⅱ応招提寺史料



奈良国立文化財･ 研究所年報

Ⅶ組織規定
叩和2 4年法仲鮒1 4 6号文部省設置法抜誌昭和43年６月15日一部改砿

第3 6 条第4 3 条に規定するもののほか，文化庁に

次の機関を置く。

国立文化財研究所（前後略）

鋪4 1 条国立文化財研究所は，文化財に関するI 凋

査研究，盗料の作成及びその公表を行なう機関
とする。

２国立文化財研究所の名称及び位置は，次のと
おりとする。

名 称｜位侭

東京国立文化財研究所｜東京都

奈良国立文化財研究所｜奈良市

３国立文化財研究所には，支所を侭くことがで

きる。

４国立文化財研究所及びその支所の内部組織は

文部樹令で定める。

文部省設置法施行規則抜輩
昭和2 8年１月1 3円文部描令2号, 追加昭和4 3年６月1 5 1 1
文部省令2 , 号, 昭和4 5年４月1 7 1 1文部省令第1 1号

鋪５索文化庁の附属機関

第４節国立文化財研究所

鮒２款奈良国立文化財研究所

（所長）

第1 2 3 条奈良国立文化財研究所に，所長を置く。
２所長は所務を掌理する。

（内部組織）

第1 2 4 条奈良国立文化財研究所に，庶務課，美
術工芸研究室，建造物研究室及び歴史研究室並
びに平城宮跡発掘調査部を置く。

（庶務課の事務）

第1 2 5 条庶務課においては，次の覗務をつかさ

どる。

１職員の人事に関する事務を処理すること。

２職員の描利厚生に関する事務を処理すること‘

３公文書類の接受及び公印の管守その他庶務に
関すること。

４経世及び収入の予算，決算その他会計に関す
る事務を処理すること。

５行政財産及び物品の管理に関する事務を処理

すること。

６平城宮跡の遺憐及び遺物の保全のための伴術
に関すること。

７庁内の取締りに関すること。

８前各号に掲げるもののほか，他の所' 龍に属し
ない顎務を処理すること。

（美術工芸研究室等の事務）

鋪1 2 6 条美術工芸研究室においては，絵画，彫

刻，工芸品，普跡，その他建造物以外の有形文
化財及び工芸技術に関する調査研究を行ない，
並びにその結果の公表を行なう。

２建造物研究室においては，建造物に関する開

査研究を行ない並びにその結果の公表を行な

う。

３歴史研究室においては，考古及び史跡に関す

る調査研究を行ない，並びにその結果の公表を

行なう。

（平城宮跡発掘調迩部の７室及び覗務）

第1 2 7 条平城宮跡発掘調査部に，考古館１調査
室，考古第２調査室，考古第３調査室，〕勤隊調
査室，計測修景調査室，史料調査室及び飛鳥藤
原宮跡調査室を置く。

２前項の各室（飛鳥藤原宮跡凋在室を除く）に
おいては，平城宮跡に関し，次項から鋪６項ま
でに定める事務を処理するほか，その発掘を行
なう。

３考古第１調査室，考. ｌｌｆ第２調査室及び考古節
３調査室においては，別に定めるところにより
分担して，遺物（木簡を除く）の保存整理及び
調査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。

４遺椛調査室においては，遺構の保存整理及び
調査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。

５計測修景調査室においては，遺構の計測及び
修景並びにこれらに関する調査研究並びにこれ
らの結果の公表を行なう。

６史料調査室においては，木簡の保存整理及び
調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ
らの結果の公表を行なう。

７飛鳥藤原宮跡調査室においては，飛鳥藤原宮
跡の発掘，遺櫛及び遺物の保存整理及び調査研
究舷ぴにこれらの結果の公表を行なう。

－６０－



職 員

所属｜氏名 宮

( 1 9 7 2年３月30日現在）

職｜担当
松下隆章文部技官所長
石藤守雄文部事務官課長
寺尾敏明文部事務官課長補佐
広瀬二朗文部事務官専門員平城事務
岩本次郎文部事務官庶務係長庶務図書資料
坂口義尚文部事務官会計係長会計

広瀬二朗文部事務官灘§雛( 併任) 平城整備管理
八幡扶桑文部技官（併任）写真
井上政和文部事務官 庶務

庶西田健三文部事務官 飛鳥藤原事務
加藤建夫文部事務官 会計
渡辺康史文部技官 平城整備悩理
大西肇文部事務官 会計
丹阪信次文部事務官警務員長平城警備
木寅忠雄文部事務官 平城醤Ｉｉｌｉ

務森田光治文部事務官平城警備
岡田博死文部２１鰯官 警備
中西建夫文部技官 自動車運娠
阪田信男文部技官 自動車運娠
宮本宣代事務補佐員 所長室付

庶務牒熟鱈撫 : ：庶務
田中翠ちこ事務補佐員 庶務
山下久子事務補佐員 会計
福住八重子事務補佐員 会計
細川純子事務補佐員 会計
中坊ひろ美事務補佐員 会計
中川かよ子事務補佐員 図書資料
森千m佳子事務補佐員 平城庶務
東田すゑ子事務補佐員 平城会計
石田‘ 信子事務補佐員 平城図書資料
梶幸治郎技能補佐員 平城保安
石川千恵子研究補佐員 平城公開
城本きよの業務補佐員 平城庁務
前川重子事務補佐員 平城整陥管理

葵研長谷川誠文部技官室長彫刻

璽究星山晋也文部技官彫刻
芸窒守田公夫調査員（非常勤）工芸
鈴木嘉吉文部技官室長建築

建研難誰劉蕊$ 蝿：雛：
造究細見啓三文部技官（併任）建築

物室村上籾一文部技官（併任）建築～福田幸子研究補佐員 資料整理
福山敏男調査員（非常勤）建築

． , 田中稔文部技官室長歴史
歴研松下正司文部技官（併任）考古

究瀧蕊劉溌謬鱈喜喜
史室加藤優文部技官（併任）歴史
堀池春峰調査員（非常勤）歴史

蕊麓蹴: 悪…。跡部

所属｜氏名Ｉ官職｜担当

横山浩一文部技官室長考古
町田章文部技官・考古

欝霧: 嬢雛：驚喜
第西村康文部技官考古

調黒崎直文部技官考古
童山中敏史文部技官考古垂沢田正昭文部技官保存科学
八幡扶桑文部技官専門職員写真
佃幹雄文部技官写真
真木礼子技術補佐員写真

平毛利光用子研究補佐員演料整理
河原純之文部技官室長考古

嬢灘願繍蕊“ “ " ‘考古
二小笠原好彦文部技官考古

爾蓬: 鍵耀藻
跡考八賀晋文部技官室長考古
嘉工楽善迩文部技官考古
発扇松下正司文部技官考古
査田辺征夫文部技官考古
室岡本東三文部技官考古

掘一

綱#鰭雛…・建築建築
蔓難雛蕊：：景
査一藤村泉文部技官建築
計

灘灘護総霊長遮跡庭“遺跡庭園
調伊東太作文部技官遺跡庭園
蔓田中哲雄文部技官遺跡庭園
史狩野久文部技官室長歴史
料横田拓実文部技官歴史
嬰綴清溌# 蕊驚豊
室東野治之文部技官歴史

河原純之文部技官室長( 併任) 考古
宮沢智士文部技官主査建築
猪熊兼勝文部技官考古

鷲森郁夫文部技官考古藤安達厚三文部技官考古
督癌蕊劉蕊警喜
跡西村康文部技官（併任）考古
調西弘海文部技官（併任）考古

蔓謡薙溌懸餅任) 建築考古
黒崎陽子研究補佐員考古
宮本敬一研究補佐員考古
刀谷敏博技能補佐員自動車運転
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